
 

 

 

 

 

 

令和５年第２回美幌町議会定例会会議録 

 

 

 

 

 

令和５年３月 ２日 開会 

令和５年３月１６日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月７日 第４号 

 

  



 

 

 



－ 163 － 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

       （諸般の報告） 

 日程第 ２ 一般質問   ８番 岡 本 美代子 君 

 日程第 ３ 議案第１０号～議案第２０号 

 

○出席議員 

     １番 戸 澤 義 典 君      ２番 藤 原 公 一 君 

     ３番 大 江 道 男 君      ４番 髙 橋 秀 明 君 

     ５番 木 村 利 昭 君      ６番 伊 藤 伸 司 君 

     ７番 坂 田 美栄子 君  副議長 ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 稲 垣 淳 一 君     １０番 古 舘 繁 夫 君 

    １１番 上 杉 晃 央 君     １２番 松 浦 和 浩 君 

    １３番 馬 場 博 美 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美  幌  町  長 平 野 浩 司 君 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

矢 萩   浩 君 

   監 査 委 員  髙 木   清 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明 君 総 務 部 長        小 室 保 男 君 

町民生活部長 関   弘 法 君 福 祉 部 長 河 端   勲 君 

経 済 部 長        後 藤 秀 人 君 建 設 部 長 那 須 清 二 君 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 事務連絡室長        志 賀   寿 君 

会 計 管 理 者        田 中 三智雄 君 総 務 課 長 斉 藤 浩 司 君 

危機対策課長 弓 山   俊 君 政 策 課 長 沖 崎 寿 和 君 

財 務 課 長 吉 田 善 一 君 町民活動課長 佐久間 大 樹 君 

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉 君 税 務 課 長 松 尾 まゆみ 君 

社会福祉課長 水 上 修 一 君 保健福祉課長 中 尾   亘 君 

農林政策課長 
農業委員会事務局長 

橋 本   勝 君 耕地林務主幹 伊 藤   寿 君 

みらい農業課長 午 来   博 君 商工観光課長 影 山 俊 幸 君 

建 設 課 長 森 口 尚 博 君 建 築 主 幹 宮 田 英 和 君 

環境管理課長 鶴 田 雅 規 君 上下水道課長 石 山 隆 信 君 

病院総務課長 以 頭 隆 志 君 地域医療連携課長 高 山 吉 春 君 

事務連絡室次長 横 山 聖 二 君 教 育 部 長 遠 藤   明 君 

学校教育課長 多 田 敏 明 君 学校給食課長 片 平 英 樹 君 



－ 164 － 

 

○議会事務局出席者 

 事 務 局 長          遠 國   求 君   次     長    小 室 秀 隆 君 

議 事 係 長   高 田 秀 昭 君   庶 務 係 長    村 田   剛 君 

議 事 係          金 子 未 准 君 

 

社会教育課長 立 花 良 行 君 スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 君 

博 物 館 課 長 鬼 丸 和 幸 君 監査委員事務局長 遠 國   求 君 

監査委員事務局次長 小 室 秀 隆 君   



－ 165 － 

       午前１０時００分 開会   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和５年第２回美幌町議会定例会第６日

目の会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、４番髙橋秀明さん、５番木

村利昭さんを指名します。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりであります。朗読

については、省略させていただきます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、髙木監査委員、本日所用のため日

程第２ 一般質問終了後、欠席の旨、届出

がありました。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

 第５日目に引き続き、通告順により発言

を許します。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君）〔登壇〕 私は、

さきに通告いたしました３点、３項目につ

いて質問いたします。 

 まず１点目、美幌の魅力づくりについて

です。 

 実のなる木を市街地に。 

 みどりの村は、カラマツが多く植林され

ていましたが、改修を機に、ブルーベリー

やラズベリー、アンズ、梅の木など、実の

なる木が多く植えられ、季節ごとに町民を

楽しませています。 

 今後、市街地やその周辺にも実のなる木

を植えることにより、後世の人たちの楽し

みや美幌の魅力づくりの一つにできると考

えます。 

 公園の木の落ち葉に苦情が来ることも

多々ありますが、クルミや栗の木など、周

辺の人が楽しみにできるようなものであれ

ば、積極的に手入れにも参加していただけ

るのではないでしょうか。 

 今後の美幌の魅力づくりの一つとして、

調査・研究していく考えはあるか、町長の

お考えをお聞かせください。 

 ２点目といたしまして、花いっぱい街づ

くり事業についてです。 

 花の植栽について。 

 町は、自治会やボランティア団体などに

毎年多くの花を無料で配付し、６月から１

０月頃までは、町内が花で美しく彩られて

います。 

 しかし、人口減少や高齢化社会を考える

と、毎年全ての花を植え替えるのではな

く、多年草や宿根草などを取り入れた花壇

づくりを考えてはいかがでしょうか。一時

的に予算額は高くなると思いますが、数年

かけて残す植物を増やしていき、その年に

植える花を減らすことで、省力化していく

ことができると考えます。 

 今後、多年草や宿根草の植栽について、

調査・研究していく考えがあるか、町長の

お考えをお聞かせください。 

 ３点目は、公園の整備についてです。 
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 屋根の設置について。 

 美幌町は、公園の整備がされている町だ

と考えています。子供たちの遊び場とし

て、天気のよい日は保育園などの子供たち

がよく利用されていますが、高齢者が日常

的に公園を利用すべきではないかと考えて

います。 

 地域の会館を使用するときのように、申

込みや鍵を借りる、返すなどの煩わしさが

なく、いつでも自由に使える公園をもっと

積極的に使用することで、高齢者の孤独感

を解消することができるのではないかと考

えます。 

 公園の中に一部屋根がある部分があれ

ば、暑い日や雨の日でも天候に左右され

ず、行事の予定も組むこともできます。 

 立派なものでなくても、屋根の設置をす

べきと考えますが、町長のお考えをお聞か

せください。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 岡本議員

の御質問に答弁いたします。 

 美幌の魅力づくりについて、実のなる木

を市街地についてですが、市街地の街路樹

については、イチョウやエゾヤマザクラ、

ナナカマドなど、様々な樹種が約１,９００

本植えられております。 

 街路樹は、環境形成や景観形成のほか、

歩道と車道を分離する安全性の面からも重

要であると考えておりますが、一方では、

議員がおっしゃるように、落葉による苦情

も寄せられている現状があります。実のな

る木を街路樹にすることは、落葉以外にも

虫や鳥のふんなどによる影響も考えられる

ことから、周辺にお住まいの方の生活環境

への影響に配慮しながら、慎重に検討しな

ければならないと考えております。 

 また、町内には、住宅地内の街区公園や

緑地などの大小様々な２８の公園があり、

住宅地内の公園においては、同様に慎重な

検討が必要と考えますが、周辺の自治会や

お住まいの方からの要望があり、維持管理

に御協力が得られれば、実のなる木を植え

ることは可能ではないかと考えておりま

す。 

 次に、花いっぱい街づくり事業につい

て、花の植栽についてですが、町では、毎

年８万本以上の花苗を希望される自治会や

公共施設に無料配付しており、町民の皆様

の御協力により、町内の環境美化に多大な

貢献をいただいております。 

 配付している花苗については、マリーゴ

ールドやペチュニア、サルビアなど、色違

いも含めると１０種類以上もあり、開花期

間がおおむね６か月以上と比較的長い種類

を選定していただいております。 

 御質問の多年草や宿根草を取り入れた花

壇づくりですが、毎年の植え替え作業が減

るというメリットがある一方、冬を越すこ

とが難しい品種もあることや、数年に１回

は株分けや掘り起こしをして植え替えが必

要な場合もあります。 

 今後においては、日頃より町内の花によ

る景観づくりに御尽力をいただいている美

幌町フラワーマスター連絡協議会や、花苗

を育てていただいている花苗センターから

も御意見をいただきながら、調査・研究し

てまいりたいと考えております。 

 次に、公園の整備について、屋根の設置

についてですが、建設部所管の公園、２８

公園の内訳は、街区公園１４、近隣公園

３、運動公園１、都市緑地３、墓園２、そ

の他の公園５となっており、１人当たりの

整備面積は、都市計画区域内で５１.８平方

メートルと、国の基準である１０平方メー

トルを大きく上回っております。 

 ２８公園のうち、１６公園にパーゴラや

あずまやといった休養施設が整備されてお

ります。屋根のない休養施設は、パーゴラ

という施設で、適度な日陰と明るさを両立

したデザインとなっておりますが、議員の

御指摘のとおり、雨よけや完全な日よけづ

くりには不向きなつくりとなっておりま
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す。 

 現在、パーゴラは８公園に１３基備えら

れており、多くが昭和、平成初期に整備さ

れております。現在の公園利用者のニーズ

に合わせた施設の維持や修繕・更新は、美

幌町公園施設長寿命化計画による公園施設

更新工事や公園施設修繕において実施して

いるところですが、今後も、幅広い年齢層

に対応し、利用者の声や利用状況を踏ま

え、検討してまいります。 

 以上、答弁いたしました。よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは、１番

目の実のなる木を市街地にという美幌の魅

力づくりについてから入ってまいります。 

 先ほども言いましたけれども、みどりの

村に実のなる木が非常にたくさんありま

す。あれは、最初は本当にカラマツばっか

りだったのですよね。私も一番最初に行っ

たとき、松ばっかりだなと思って、狭かっ

たですからね。 

 同期議員の平野茂夫さんが、やはり、カ

ラマツではなくて、あの辺には子供たちの

ために実のなる木を植えてやったらどうか

という一般質問をしたことがあります。そ

のせいかどうか、今、大変いい状態という

か、たくさんの花が、花というか実がなっ

て、それなりに楽しんでいたり、取ってき

たりなんかしている方がいるようです。 

 町長、昔のみどりの村と今のみどりの村

はよく御存じだと思うのですけれども、そ

ういうことについて、感想をお持ちでした

ら述べていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） みどりの村の初

期、森林公園ということで購入したときに

は、カラマツの見本林ということで、カラ

マツがしっかりきちんと管理されて植えら

れていたのです。 

 その途中で、公園をつくるためにある程

度伐採した中で、奥のほうについては同じ

カラマツがまだあったのですけれども、台

風が来て、木を減らしたことによって全部

倒れてしまったと。 

 そのときの更新というか、後に何を植え

ようかという話になったときに、私もちょ

っと記憶していますけれども、今おっしゃ

った議員からそういう意見もいただいてい

ますし、皆さんで協議したときに、楽しめ

るということは、奥のほうに実のなる木、

低木を植えようということで、現在に至っ

ていると認識しております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 今年は、町制施

行１００年の記念の年であります。 

 私は一昨年に行ってみまして、実のなる

木は落ちたときにちょっと汚いということ

がありますが、やはり、後世の人方に残す

ものとして、ブルーベリーや何かでも、本

当にみんなが喜んで取っているのを見まし

た。ここだけではなくてもっと市街地に

も、空き地というか、そういう土地の周り

に木を植えられないか、そういうところに

植えていったらいいのではないかと思いま

した。 

 今、世界人口が増加する中で、食料が今

後不足するのではないかという考えもあり

まして、昆虫食を研究している人もいると

いうことです。コオロギや何かをつくって

いる人がいるというのですけれども、そん

なことを考えるぐらいだったら、やはり、

実のなる木をもっと増やしていったらいい

のではないかと思います。 

 そして、何といっても、この辺はもうあ

る程度温暖化になっていまして、美幌、北

見でも、ある程度の栗ができるという話も

いただいたこともあります。また、売って

いるクルミのほとんどは中国産なのですけ

れども、クルミの木なんかは、本当にも

う、ちょっと寒いところでも、美幌町でも

昔はちょっと田舎に行けばたくさんあった
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ということで、もっと積極的に植えていっ

たらいいのではないかと思いました。 

 この考えに行き着いたのは、やはり、昨

年、日の出のウッディーパーク、あれも４

０年ぐらいたって本当に立派な公園になっ

たのですけれども、近所の住民の方の苦情

でばっさり切られたのです。近所の方は、

どこに住んでいるかによって違いますけれ

ども、私はいい公園になったなと思ってい

たら、見るも無残な形になって、どういう

ものを植えたり、どうしたらもっと住民の

方に理解していただけるかということも自

分なりに考えていました。話があちこちに

飛びますけれども、日の出にパークゴルフ

場があったのです。そこに、誰かが１本、

クルミの木を植えたのです。それが２０年

もたつと本当に成長しまして、やはり、ク

ルミが落ちていると、みんな持って帰るよ

うになったのです。 

 そのように、何かちょっと楽しんで手入

れしていただいたりするためには、やは

り、実のなるもので。公園だから松しか植

えられないという状態になってしまうので

はないかと思うのです。 

 ですから、理解されるものに特化してい

ってもいいのではないかと思います。それ

は、先ほどの答弁にもありましたように、

実のなる木は虫も来るし、ある程度消毒し

なければならないものもあるかもしれませ

んけれども、だからといって、松ばっかり

の公園もどうだろうと思っているのです。 

 そういうことに対して、やはり、落ち葉

が嫌だということは、ある意味、教育の中

でも取り組んでいったらどうかと思うので

す。遠い将来というか、意外と教育で取り

組むと遠いようで近いというか。例えば、

学校の周りなんかでも、今はないのですけ

れども、それこそクルミの木を植えたり、

この辺でも、ある程度、本当に栗も育つよ

うになりましたし、ブルーベリーの木と

か、そういうものを学校の周りや何かに植

えて、あるときは子供たちがそういうクル

ミを拾って、クルミにするまでの過程を楽

しんだりとか。そうして、落ち葉の手入れ

をしたりとか、そういう取組をしていくよ

うに、これから美幌に住み続ける人たち

に、木とか落ち葉に対する考えをある程度

理解していただけるような形にしていかな

ければならないと考えますが、町長にお考

えがあれば伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、御意見をいた

だいた中で、一つは、どういう木を植え

る、低木を植えるか、どう御理解をいただ

くかということだと思うのです。 

 その御理解をいただく方法の中で、基礎

ベースというのは、本当に、岡本議員がお

っしゃったように、教育とか、そういった

中で落ち葉の話をすれば、循環型という

か、学校の中で、今、落ち葉といったら学

校の用務をやっている方がやってくれま

す。それを拾って、畑、花壇に還元すると

いうような教育をするとか、それは考えら

れるのです。 

 そして、私は、実のなる木を植えること

に対して否定はしないのですけれども、問

題は、どこにどういう種類のものを植える

かです。これを一つ間違えると非常に問題

が生じるのかなと思っています。 

 ブルーベリーをみどりの村に植えたので

すけれども、そのシーズンになったら、特

定の方が来て何人かで全部ごそっと持って

いくのです。これは皆さんの木ですから、

持っていくことを否定しないけれども、全

てということでは、そういう話もしたこと

があります。 

 あとは、どんなというのが、やはり、こ

れもまた大事なことだと思うのです。です

から、クルミの木なんかを植えたときに、

落ちていたのを何個か持っていって、家で

皮をむいて実を取っているというのはいい

のでしょうけれども、これが本当にリンゴ

とか別なものであれば、わあ、こんなにあ

ると言ってたくさん持っていく、その辺の
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合意をちゃんとするということです。 

 ですから、一番いいのは、皆さんの合意

を得て公園とか、そういうところに植えた

ときには、果実をどうするということをし

っかり地域で話して、そして、それを地域

で還元するとか、そういう仕組みをしっか

りつくっていかなければまずいのかなと思

っています。きちんと皆さん方と合意を得

るということは、それも、ある意味では町

がどうしたいかということの思いを伝えな

ければいけないのですけれども、ベース的

には、今おっしゃったようなことを一つ一

つやることも大事であると受け止めており

ます。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 私も、町長が懸

念されているようなことを心配しました。

もう１０年ぐらいになると思うのですが、

私たちが長野県に視察に行ったときに、リ

ンゴの産地でまちの中にリンゴの木が植え

てあったのです。もう本当に熟して取るば

っかりになっていて「よく取られません

ね」と言ったら「これはどこどこの中学生

のリンゴなのだ。だから、最初の頃は取ら

れたりしたけれども、この頃は、中学校の

ためのリンゴだから取らないでいる」とい

う話を聞きました。 

 そういう特定の人がごそっと持っていっ

てしまうということもありますけれども、

あちこちに実のなる木があるとなれば、そ

ういうこともある程度は解決するのではな

いかと私は考えています。最初のうちはい

ろいろな問題が発生するかもしれませんけ

れども、それも乗り越えられるのではない

かと思うのです。 

 ですから、理想とするのは、温暖化によ

って美幌もある程度の栗が拾えるようにな

ったら、例えば、季節になったら栗の木の

ところに火ばさみを置いておいて、１人 

１０個ずつはいいよとか、そんな町だった

らすごくすてきではないかと考えていま

す。何か問題が出てきても、それからまた

考えてもいいのではないかと思います。特

定の人が世話をしたから、これはもうその

人しか取ったら駄目だよとか、そういう縛

りもいろいろな問題が起きてくるのかなと

思うのですけれども、取りあえず取り組ん

でみてはどうでしょうか。そして、その問

題を一つずつ解決していくと。 

 昔は、美幌のまちにもリンゴがたくさん

あって、私たちは地元のリンゴを食べて育

った世代なのですけれども、リンゴという

のも、やはり、高級化とか、甘さの追求な

んかで、地元のリンゴがだんだん消えてい

きました。でも、リンゴも育つ場所ですの

で、リンゴとか、それこそ消毒とか、剪定

とか、そういうものの手入れもいろいろあ

るかもしれませんけれども、美幌の魅力づ

くりの大きな要素の一つになるのではない

かと思っています。 

 そのために、やはり、住民がどれだけ理

解して、また、協力して見守ったりなんか

ができるかなということも大きな問題では

ありますけれども、そういう問題がクリア

できたときには、地域のコミュニティーづ

くりの一つにもなるのではないかと考えて

います。 

 温暖化でだんだん向こうで取れなくなっ

たもの、美幌でもともと取れなかったサツ

マイモやピーナッツが大変おいしくできる

という時代になりました。すぐやってばっ

と全部できるものではありませんけれど

も、未来の人に残すものということでは、

ちょうどこの施行１００年の年に、植える

可能性のあるところから少しずつでも試行

錯誤してみるということに対して、再度、

町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 実のなる木の街路

樹というイメージでは、今おっしゃったよ

うに、飯田市のリンゴ並木だと思います。

当時、大火があって、中学生が植えてとい

うことで、私も、坂田さんとか、松浦さん
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とか、当時、視察に行ってしっかり見せて

いただいたのです。それも同じように、や

はり、みんながルールを決めて守っている

のです。 

 もう一つ、北海道でリンゴという話であ

れば、札幌のリンゴ並木を思い出します。 

 あれは、１９７０年ぐらいでしょうか、

もともと北海道はリンゴがたくさん取れて

いたので、板垣市長が札幌の環状線に植え

たいと。あれも最初は取られたりしていた

のですけれども、そういう中で、しっかり

ルールを守って、いまだに地域の方々でり

んごまつりをやって、地元に還元してコミ

ュニティーづくりをしているということで

す。本当にいい例がたくさんあることはあ

るのですが、先ほど言ったように、どこに

果実になる木を植えるかというのが一つポ

イントかと思っています。 

 私は、否定はしないのですが、もしやる

とするならば、今、私どもで桜を結構植え

ているのです。ですから、果実でなくて

も、今あるものをしっかり維持管理してい

くとか。例えば、桜通であれば、本当に桜

のシーズンはすてきだと思いますし、木が

枯れてきたとき、その辺をきちんと維持管

理して、並木としてしっかり維持すると

か。今、魚無川についても、予算をつけて

しっかり更新して、先の方々に対して引き

継いでいこうと再整備しています。 

 私は、そういうことをやることでいいの

ではないかと思うのです。場所があれば、

果実というのもいいのですけれども、その

ときに考えなければいけないのは、公園と

か、一つの木を植える大きな土地があると

ころというか、大事なのは、木を植えると

きには、木の成長と、木としての形を維持

するという皆さんとの覚悟を持って植えな

いと。ただ街路樹を植えました、木が大き

くなりました、切りましょうと。例えば、

松であれば、もう成長点の頭を切りましょ

うとか、そういうことはやめるべきだと思

うのです。そういう覚悟を持って、きちん

と皆さんと合意を得てやっていくのであれ

ば、そういう整備というのは考えることが

できると思います。 

 今やれるとするならば、今ある桜通と

か、魚無川の皆さんが歩いているところの

桜をしっかり再生して、そこをきちんと守

っていくということでいいのかなと思って

います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） リンゴなどがな

る木は、虫も来ますし、花が咲く絶好のタ

イミングで消毒しなければならないという

問題もありますが、クルミとか栗はそうい

う管理があまり要らないのではないかと思

っています。 

 だから、市街地と書きましたけれども、

街路樹の中にそういう木を植えるとかでは

なくて、学校の校庭の横だったり、そうい

う空いているところが結構ありますよね。

そういうところに植えていけばいいのでは

ないかと思いますし、例えば、町ができな

いとなれば、桜の会のように、美幌に植え

る会とか、実のなる木を植える会とか、何

か団体をつくるというか、そういう取組で

もいいと思っています。桜ももちろんきれ

いですし、桜も花で喜ばす、葉っぱで美し

い、あと、今はなかなか食べられませんけ

れども、サクランボも小さいのがなります

し、そういうこともありますが、私は、桜

とか、そういうものではなくて、将来のこ

とを考えた実のなる木ということを考えて

います。 

 ブルーベリーなんかは、そんなに大きく

なくて、ブルーベリー狩りへ行きますと、

本当に小さく低木に整えています。そうい

うものは、子供たちがちょっと公園に来た

ときに食べられたら、どんなにすてきでは

ないかと思っています。 

 人口減少で、だんだん空き家とかが多く

なったり、子供が生まれないとか、いろい

ろ課題はたくさんありますけれども、私は
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そんなに悲観していません。というのは、

東日本の原発事故があったときに、日本全

国が地図上で示されて、北海道は泊原発だ

けですけれども、本州のほうに行けば、日

本の裏表全部、バランスよくといったらお

かしいですが、原発が本当にあるのです。 

 今、福島はこういう状態でもう１０年以

上たっているのに、なかなか整理ができて

いません。そんな中で、ほかの５０基以上

の原発が日本中にある。しかも、最初は 

４０年と言っていたのが、２０年プラスさ

れて６０年、アメリカでは、８０年大丈夫

という法律をつくったということもありま

す。北海道というのは、温暖化でおいしい

米も取れるようになりましたし、すぐでは

ないですが、あと３０年もたてば、これか

ら移住してくる人にも本当に優良な土地に

なると私は考えています。 

 それまで、農地を守ったり、森林を守っ

たり、なるべくまちの中の景観といいます

か、空き家が増えたりなんかしないように

守っていく、そういうことに力を入れると

いいのではないかと思っています。 

 ちょっと話が飛びますけれども、住宅リ

フォームで家をきちんとするということ

は、本当に将来に向けてもいいことだと思

っています。美幌の魅力づくりとして、私

は、今後も実のなる木を植えていただきた

いと考えていますけれども、今後、どの木

がいいかとか、どこに植えるかということ

に対して、すぐできることではありません

ので、今後、ぜひ調査・研究に取り組んで

いただきたいと思います。 

 その辺について、もう一回、町長の答弁

を聞いて終わりにします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今おっしゃられた

ことは、十分に理解しているつもりであり

ます。 

 一つ、先ほど言ったのは、街路であれ

ば、桜とか、そういうものを大事にして、

特徴を出してほしいと思いますし、植える

場所がある、例えば、森林公園とか、面積

が取れるということの場所には実のなる木

を植えることも可能かと思っています。 

 一歩踏み込めば、例えば、それぞれ家の

庭があったら、美幌町は、さっき言ったよ

うに、必ず、家先、家というか、庭ではブ

ルーベリーを植えているとか、そういうこ

ともできるのではないかと思うのです。何

か分からないけれども、美幌へ行ったら至

るところでブルーベリーを食べるような雰

囲気とか、そういうことも考えていってい

いのではないかと思っています。 

 いずれにしても、いろいろな状況を見

て、しっかり調査・研究をしていきたいと

思っております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 個人の家でブル

ーベリーというのは、私も十分考えまし

た。推進していくような方法を取っていた

だければいいと思っています。 

 次に、花いっぱい街づくり事業について

です。 

 今、配付されている花は、６月から１１

月、本当に雪が降っても咲いていたりなん

かして、さすがに選び抜かれた花たちだな

と思っています。しかも、ブルーサルビア

とか、ミニダリア、ガーベラとか、まちで

買えば、２００円以上するような花も大量

に配付されて、そういう面では、非常に幸

せなまちだと感じています。しかし、先ほ

ども申しましたけれども、高齢化とか、そ

れから、持続可能な社会づくりということ

を考えれば、フラワーマスターの方や花苗

センターなど、今、環境が整っているうち

に将来に向けた考え方を持つべきではない

かなと考えています。 

 これも、先ほどの問題と同じように、来

年からすぐできるという形ではないと思う

のです。花を植える方も高齢になりました

ので、どういう形で今後残していくかとい

う形では、先進地がいろいろあります。 
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 私は、子育て支援の調査で恵庭市に行っ

たことがありますが、まちの中をバスで通

っていただいて、ガーデニングを見に行っ

たわけではないのですけれども、このまち

はガーデニングが盛んで、観光の一つにな

って、いろいろなお宅を訪問しているので

すと教えていただいたことがあります。 

 また、帯広のほうでも取り組んでいるま

ちがありますが、今、そういう環境が整っ

ている状態のときに、視察とか研究をして

いただいて、今後どうしていけばいいかと

いう将来像も必要ではないかと考えますけ

れども、町長、お考えがありましたらお答

えください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 美幌のまちの中に

おいても、今、それぞれの地域で花を植え

ていただいて、私はすごく感謝していると

ころです。それは皆さんがすてきという

か、花を見て心豊かになる。ですから、例

えば、私のイメージの中で今、一番いいな

と思っているのは、大正橋から大通に向け

て、元町の地区の方々が、本当に大事に花

を育てていただいていると。ああいうのを

見ると、美幌のまち並みはすてきですね

と。今少しずつそれを切り替えているとい

うことなので、花いっぱいのまちというこ

とであれば、私は、恵庭とか、それから、

クライストチャーチとか、ああいう外国の

ような、まちの中に花いっぱいでなくて

も、美幌は着々と進んでいると思います

し、美幌高校の雑草地も今はきれいに花を

植えていただいています。 

 そういうことを一歩一歩していただいて

いるということなので、花を植えるという

ことは、単純に美化をするということ以外

にも、先ほど議員にもおっしゃっていただ

いたコミュニティーづくりです。人が外に

出て何かに関わるということの二つの面が

あると思っているので、今後とも、皆さん

の協力を得て、美幌を本当に美しいまちに

していければと思っております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 高齢化率のこと

を考えますと、６５歳の方が六千何百人、

私の地域もそうなのですけれども、そうい

う花に携わったりする方は、ほとんど若い

方がいない。若い方が定年後にそういうも

のをきちんと引き継いでいければいいので

すけれども、何といっても人数的な労力の

不足ということもありますので、今、活躍

できる人が、将来のことも考えながら取り

組むということが大事ではないかと私は考

えています。 

 先ほど町長がおっしゃいましたが、私も

花は本当に好きです。あまりきれいに植え

るわけではないのですけれども、昔から本

当に好きなのです。例えば、歴史や何かの

テレビを見ますと、日本の花づくりとか、

庭園づくりが世界中に影響を与えていると

いうことで、非常にうれしいことだと思い

ます。イギリスや何かは、ガーデニングが

すごく盛んですけれども、宿根草がすごく

多いのです。その中で、前のほうにそうい

うその年の花みたいなのを植えるとか、た

だ、宿根草は金額が高いのです。 

 ですから、一番最初の質問にも書きまし

たが、予算が高くなるかもしれないという

ことは、宿根草は何年も咲くけれども金額

が高くなりますので、最初はある程度の予

算が必要ということです。その後の株分け

や何かでも大変植えたらいいよというもの

でもないよという御回答でしたが、それは

十分理解できますけれども、それも、地域

の人の労力はある程度必要だと考えていま

す。 

 ただ、今の花たちは本当に華やかで、先

ほども言いましたけれども、雪が降っても

咲いているというぐらい、取ってしまうの

がかわいそうなぐらい頑張る花たちがえり

すぐられているのです。人口減少とか労力

を考えますと、先ほどの視察や何かも考え

ながら、今後、こういうことも取り組んで
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いかなければならないのではないか、その

辺の理解はしていただけるでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 多年草とか、宿根

草を否定するものではないというのは、御

理解いただきたいと思っています。それば

かりという話ではなくて、宿根草でもきち

んと手入れをしなければいけないという

か、イギリスガーデニングのような部分で

いくと、多年草がたくさん植えられてバラ

ンスが取れている、あれは本当に手をかけ

ているのです。 

 ですから、花を植えるというか、植物を

植えるというのは、どういう形であろうが

手がかかるということをまず頭の中に考え

なければいけないと思うのです。誰が管理

するかと考えたときに、なかなか町民の方

ができないというのであれば、当然、行政

機関がやらなければいけない。そのことを

よしとするのか、それとも、高齢になった

から、これからそういうことはできないの

ではないかということに対しては、私は、

そうですとは言いたくないのです。 

 ですから、今お話ししているのは、元気

で長生きしましょうと。それから、そうい

うきれいな花を見て喜んでくれるのであれ

ば、何か若い世代にも関わってもらうよう

な仕組みづくりについて、知恵を出してい

かなければいけないというのが私の責任か

なと思います。 

 岡本議員も今のままではという思いの中

でいろいろな提案をされていて、それは、

否定するわけでもありませんので、きちん

とた受け止めた中で、いろいろ調査した

り、それから、実際にできるところをやっ

ていこうとは思っております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 若い世代が引き

継いでくれれば、それは本当にいいことな

のですけれども、商店街のほうがかえって

高齢化率が高いのです。なかなか植えて

も、ここに植えたらいつも楽しみにして世

話してくれるという方がいなくなったりし

て、やはり難しい問題だなというのは、私

はかえって商店街から感じたりしているの

です。 

 例えば、どういう地域がどういうものを

欲しがっているかとか、これからもう無理

だとか、そういうことがあれば、また、い

ろいろ宿根草にするとか何かを考えるのか

もしれません。ですが、私は、ある程度、

モデル地区をつくったりして試行錯誤をし

てみるのもいいのではないかと思っていま

す。 

 先ほどガーデニングの話をしましたけれ

ども、ガーデニングのための雇い人がいる

というぐらい、そういう世界だというのも

分かっています。花を植えているのを見た

ら、似たような花を植えているなとか、こ

れならやれないこともないのではないかな

とか、結構そういう番組は見たりしている

のですけれどもね。 

 私が心配し過ぎなのかもしれませんけれ

ども、町長は、若い世代に向けて、美幌の

美化について今後もっとアピールしてい

く。本当に日本はきれいだ、どこまでもき

れいだ、美しくごみもないということが観

光の大きな目玉になっているということで

すけれども、今後も町長は若い世代にも声

をかけていくという理解でよろしいのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） そのとおりでござ

います。 

 今、若い世代の方々が、日曜大工とか、

そういうことに非常に興味を持っていま

す。私の知っている方も大きくはないので

すけれども、プランターとか、そういうこ

とで、家族で花を植えたりという方も増え

ているのです。 

 ですから、関わるチャンスとか、そうい

う仕組みづくりを皆さんといろいろ考えな

がらやっていかないと。ただ、本当に高齢
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の方が全部背中に背負うということにはな

らないというか、やはり、そういう努力は

しっかりやらなければならないという気持

ちを、私は持っております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは次に、

公園の再質問に入っていきます。 

 答弁の中では、１人当たりの公園の整備

面積は都市計画の区域内で５１.８平方メー

トルで、国の基準が１０なのに５１.８あ

り、大きく上回っているということです

が、これはきっと人口で割り返していると

思うのです。 

 これは、いつの人口を使っているのか、

分かれば教えてください。 

○議長（大原 昇君） 建設課長。 

○建設課長（森口尚博君） 御答弁させて

いただきたいと思います。 

 これは、緑の基本計画策定時に出した数

字なのですけれども、平成２８年３月３１

日現在の数値を使用しております。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 平成２８年ので

すか。私が議会に来た頃は、よく委員会や

何かの質問で、１人に対して公園が間に合

っているのかなんていう質問をした先輩が

おりました。そのときから、大体、人口的

にはもう間に合っていますよということな

のですけれども、これは本当にぜいたくな

ことで、人口が減少すれば１人当たりの公

園面積が非常に増えてくるという。本当に

都会から見たらぜいたくなことなので、コ

ロナもありますけれども、せっかくある公

園をもっともっと活用したらいいのではな

いかと、私は思っています。 

 コロナ禍で、地域の高齢者の集まりがな

かなか小さな会館ではできない、月に１回

やる食事会がなかなかできない、１年も２

年もできないということでした。ですが去

年、公園だったら集まれるのではないかと

いうことで、みんなでカレーライスをつく

って、３０人ぐらい、ぱらぱらっと集まっ

ていただいて、そこで食べないで、つくっ

て持って帰るという行事をやったことがあ

るのですよね。それのために、ＰＲではな

いですけれども、道新さんに来ていただい

て、取材していただきました。それは、も

っと公園を使いましょうとか、コロナ禍で

もこういう形なら集まれるのですよという

ことをアピールしたいと思っていました。 

 子供たちは、本当に十分、公園を使って

いますけれども、やはり、高齢者が出てい

って、座りながら世間話をするとかという

ことがあまりないのではないかと思ってい

ます。ですから、もっともっと公園でのん

びりしていただくような、せっかくあるも

のをもっと利用していくような方法が何か

取れないかと考えています。 

 例えば、公園で行事を組むときに、何と

いっても、雨とかだったら本当に大変なの

です。実際に、パーゴラの上にテント、ブ

ルーシートを３枚か４枚かけていただいた

のですけれども、様子を見ていますと、や

はり、皆さん、８０を過ぎて上にテントを

かけるということが非常に大変なのです。

そういうことをやるようなところから、例

えば、そんなに立派なものでなくてもいい

から屋根を設置するということは、非常に

予算的に高いものでしょうか、どうなので

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） パーゴラと言われ

る格子状のものを置いているのですが、そ

れに屋根をかけるというお話はあったので

すけれども、屋根をかけたとしても、必ず

しも皆さん、多くの人がそこに集えるとい

うことは、もともと公園の一つをつくると

きの考えとして持っていなかったと思うの

です。 

 ですから、暑い日とか、外に出て楽しむ

というところの日陰ということを考えて、
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それぞれあずまやなどを公園の大きさに合

わせてつくってきたと思っています。全部

屋根をかければいいのではないかという部

分でいけば、それはそうですとなかなか言

えないのが今の状況であります。 

 逆に、パーゴラのいいところは、降雪す

るところは、雪がどんとかかる分が落ちて

くれて、管理的な部分で、あえてそういう

ものを選んでいる場所もあると聞いていま

すので、その辺は御理解いただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 公園も、よく使

われる公園とあまり使われない公園という

のがあると思うのですけれども、やはり、

ウッディーパークなんかは、保育園の子た

ちや遠足の人がかなり来ていたり、一時は

にわか雨で大騒ぎしている様子も聞いたり

しました。全部にかけるというわけではな

いのですけれども、本当に、三つか四つか

けていただければ、３０人近くがその下で

何かできるのではないかと思います。せっ

かく私たちは本当に十分ぜいたくなところ

に暮らしていると思いますので、地域、住

民の方で公園を利用する方の話を聞いてい

ただいたりしながら、もっともっと活用し

ていただくような施策が必要かなと思いま

す。 

 以上で、私の質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（大原 昇君） これで、８番岡本

美代子さんの一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１１時５分といたします。 

午前１０時５６分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時 ５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第３ 議案第１０号から 

      議案第２０号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 議案第

１０号美幌町基金条例の一部を改正する条

例制定についてから議案第２０号令和５年

度美幌町病院事業会計予算についてまでの

１１件を議題といたします。 

 順次、提案者から説明を求めます。 

 説明に当たっては、簡潔に要点を得た説

明を願います。説明者は着席のままでの説

明を許します。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、令

和５年度関連議案につきまして、順次、御

説明を申し上げます。 

 なお、議長からお許しをいただきました

ので、恐れ入りますが、新年度関連の議案

につきましては、着座にて御説明をさせて

いただきたいと存じます。 

 議案書の１８０ページになります。 

 議案第１０号美幌町基金条例の一部を改

正する条例制定について御説明を申し上げ

ます。 

 美幌町基金条例の一部を改正する条例を

次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の６ペー

ジをお開き願います。 

 資料３、議案第１０号関係。 

 美幌町基金条例の一部を改正する条例制

定について。 

 改正目的でございますが、役場庁舎改築

事業の完了に伴い、本年３月３１日をもっ

て役場庁舎改築基金の全てを処分すること

から、条例の一部を改正するものでありま

す。 

 改正内容でありますが、設置する基金を

定めた第２条について、第１３号の役場庁

舎改築基金を削除し、文言を整理いたしま

す。 

 なお、役場庁舎改築基金の基金残高１億

７,８３７万円につきましては、役場庁舎改
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築事業で借り入れた起債の償還に充てるた

め、その全額を減債基金へ積立ていたしま

す。 

 参考資料の７ページ以降に条例の新旧対

照表を掲載しておりますので、御参照いた

だければと思います。 

 根拠法令は、地方自治法。 

 施行日は、令和５年４月１日になりま

す。 

 以上、議案第１０号につきまして御説明

を申し上げました。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の１８１

ページになります。 

 議案第１１号児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準の改定に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について御説明申し

上げます。 

 児童福祉施設の設備及び運営に関する基

準の改定に伴う関係条例の整備に関する条

例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の９ペー

ジをお開き願います。 

 資料４、議案第１１号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でございますが、昨年９月に

静岡県で発生いたしました送迎用バス内の

園児置き去り事故を受けまして、利用乳幼

児等の所在確認及び安全装置の設置義務を

定めたこどものバス送迎・安全徹底プラン

に基づき、送迎に当たっての安全管理規定

を加えるものでございます。 

 改正内容でありますが、利用乳幼児等の

通園、園外活動のための自動車運行規定が

ある美幌町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例については、

所在確認、安全装置の装備に関する規定を

追加、美幌町放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例につ

きましては、所在確認に関する規定を追加

するものでございます。 

 なお、参考資料１０ページ、１１ページ

に新旧対照表を添付してございますので、

御参照いただければと思います。 

 根拠法令等は、児童福祉施設の設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省

令、家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準で、施行日は令和５年４月１日、

ただし、経過措置といたしまして、ブザー

等の安全装置につきまして、所在見落とし

防止の代替措置を講ずる場合におきまして

は、令和６年３月３１日までの設置義務が

延長可能となってございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） それで

は、議案書の１８３ページになります。 

 議案第１２号美幌町国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定について御説明を

申し上げます。 

 美幌町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明申し上げますので、参考資料の１２

ページをお開き願います。 

 資料５、議案第１２号関係。 

 美幌町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例制定について。 

 改正目的でございますが、健康保険法施

行令の改正に伴い、出産育児一時金につい

て、額の引上げを行おうとするものでござ

います。 

 改正内容でございますが、出産育児一時

金の基本額について、これまでの４０万８,

０００円から４８万８,０００円に８万円引

き上げる改正を行おうとするもので、産科

医療補償掛金加算額と合わせた支給総額に

ついては、４２万円から５０万円となるも

のでございます。 

 なお、参考資料１３ページに新旧対照表

を添付してございますので、御参照いただ
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ければと思います。 

 根拠法令は、健康保険法施行令。 

 施行日は、令和５年４月１日でございま

す。 

 以上、議案第１２号について御説明申し

上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の１８

４ページになります。 

 議案第１３号令和５年度美幌町一般会計

予算について御説明を申し上げます。 

 別冊の令和５年度各会計予算書を御覧い

ただきたいと思います。 

 予算書の９ページをお開き願います。 

 令和５年度美幌町一般会計予算。 

 令和５年度美幌町の一般会計の予算は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１１８億８,９２６万９,０００

円と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定に

より債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、第２表、債務

負担行為により御説明いたします。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、第３表、地方債により御説

明いたします。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、２５億円と定める。 

 それでは、債務負担行為から御説明いた

しますので、１５ページをお開き願いま

す。 

 第２表、債務負担行為でございます。 

 １段目の戸籍情報システム借上料は、戸

籍の管理及び身分公証等を正確かつ迅速に

行うため、戸籍情報システムの機器更新に

係る借上料であります。期間は令和５年度

から１０年度まで、限度額は１,１７９万

１,０００円です。 

 ２段目の公営住宅等借上料は、平成１５

年度から借り上げてございます公営住宅３

棟につきまして、借り上げの期間２０年が

令和５年度中に満了することから、再度、

公営住宅として借り上げを行うものであり

ます。期間は令和５年度から１５年度ま

で、限度額は２億６３９万６,０００円で

す。 

 ３段目の公営住宅整備事業（旭団地）

は、仲町団地の建て替えに先立ち、現入居

者の仮居住先として建設する旭団地７号棟

建設に係る実施設計委託料になります。期

間は令和５年度から６年度まで、限度額は

３,１５４万７,０００円です。 

 最後に、４段目のリリー山スキー場リフ

ト電動機等交換修繕料は、平成１４年度の

整備から２０年を経過し、機材等の老朽化

が進んでいることから、リフト電動機等の

機器を更新するものであります。期間は令

和５年度から６年度まで、限度額は７,９８

６万円になります。 

 次に、地方債について御説明しますの

で、１６ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 第３表、地方債でございます。 

 １段目の医療従事者就業支援等補助事業

は、医療従事者を確保するため、町内の医

療機関等に就職される方に対し、住宅準備

及び就業支援に係る補助金を交付する事業

で、その財源を地方債に求めます。限度額

は８１０万円、起債の種類は過疎対策事業

債で、充当率は１００％、元利償還金の７

０％が普通交付税により財政措置されま

す。 

 ２段目の水道施設等耐震化事業は、水道

事業会計において、日並浄水場の耐震補強
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工事、基幹管路（送水管）の更新工事を行

うもので、国庫補助残の４分の１を一般会

計からの出資金で措置するため、その財源

を地方債に求めます。限度額は３,３４０万

円、起債の種類は一般会計出資債で、充当

率は１００％、元利償還金の５０％が普通

交付税により財政措置されます。 

 ３段目の第Ⅳ期埋立処分場施設整備事業

は、令和８年１０月の供用開始に向け、次

期埋立処分場の実施設計を行うもので、そ

の財源を地方債に求めます。限度額は３,９

１０万円、起債の種類は過疎対策事業債

で、充当率は１００％、元利償還金の７

０％が普通交付税で財政措置されます。 

 次の農業生産基盤整備事業は、豊高第

２、田中第２、中央美和地区における道営

土地改良事業について、地元負担分の財源

を地方債に求めるものであります。限度額

は２,３７０万円、過疎対策事業債の申請を

予定しています。 

 次の団体営土地改良事業は、基幹水利施

設管理経費について、地元負担分の財源を

地方債に求めます。限度額は１,５２０万

円、過疎対策事業債の申請を予定しており

ます。 

 次の木質ペレットストーブ購入促進事業

は、４０万円を上限にペレットストーブの

購入費用の３分の２を補助するもので、そ

の財源を地方債に求めます。限度額は２０

０万円、過疎対策事業債の申請を予定して

います。 

 次の特定間伐等促進対策事業は、公共造

林事業の植栽に要する経費のうち、町が事

業費の２６％を補助する場合、１６％が北

海道から補助されますので、残る１０％分

について、その財源を地方債に求めます。

限度額は１,４２０万円、起債の種類は一般

補助施設整備等事業債で、充当率は１０

０％、元利償還金の３０％が特別交付税に

より財政措置されます。 

 次の町内消費喚起プレミアム商品券発行

事業は、町内経済の活性化と子育て世帯の

生活支援を目的にプレミアム商品券を発行

する事業で、その財源を地方債に求めま

す。限度額は８４０万円、過疎対策事業債

の申請を予定しております。 

 下から２段目の商店街街路灯ＬＥＤ化事

業は、桜通と有楽通の街路灯２４基をＬＥ

Ｄ化する事業で、その財源を地方債に求め

ます。限度額は１,５１０万円、起債の種類

は脱炭素化推進事業債、充当率は９０％、

元利償還金の５０％が普通交付税により財

政措置されます。 

 一番下の町道整備事業は、国庫補助事業

の補助残と町単独で実施する町道路線の整

備につきまして、その財源を地方債に求め

るもので、限度額は１億９,５３０万円であ

ります。起債は、過疎対策事業債の申請を

予定しております。 

 続いて、１７ページの１段目になりま

す。 

 除雪トラック整備事業は、平成１４年に

購入した除雪トラックの更新に要する財源

を地方債に求めるもので、限度額は４,６４

０万円であります。起債の種類は辺地対策

事業債、充当率１００％、元利償還金の８

０％が普通交付税により財政措置されま

す。 

 ２段目の緊急浚渫推進事業は、河川の氾

濫被害を未然に防ぐため、黒瀬川や駒生川

などのしゅんせつ工事を行うもので、その

財源を地方債に求めます。限度額は４,５０

０万円、起債の種類は緊急浚渫推進事業

債、充当率は１００％、元利償還金の７

０％が普通交付税により財政措置されま

す。 

 ３段目の住宅リフォーム促進補助事業

は、３０万円以上のリフォーム工事を対象

に費用の２０％を補助するもので、その財

源を地方債に求めます。限度額は３,４６０

万円、過疎対策事業債の申請を予定してい

ます。 

 次の公営住宅整備事業は、先ほど債務負

担行為で御説明した旭団地７号棟建設に係
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る実施設計委託料について、その財源の一

部を地方債に求めます。限度額は３００万

円、起債の種類は公営住宅建設事業債で、

充当率は１００％になります。 

 次の美幌小学校体育館照明、その下の美

幌中学校校舎照明、その下の北中学校校舎

等照明、以上３件のＬＥＤ化事業につきま

しては、いずれも照明設備をＬＥＤへ交換

する事業で、その財源を地方債に求めるも

のであります。限度額はそれぞれ記載のと

おり、起債の種類は脱炭素化推進事業債に

なります。 

 次のトレーニングセンター等耐震化事業

は、トレーニングセンター及び管理棟の耐

震補強に係る実施設計について、その財源

の一部を地方債に求めます。限度額は９５

０万円、過疎対策事業債の申請を予定して

います。 

 下から２段目の町営球場照明ＬＥＤ化事

業は、柏ヶ丘野球場の照明設備をＬＥＤへ

交換するもので、その財源を地方債に求め

ます。限度額は６,７３０万円、脱炭素化推

進事業債を申請する予定であります。 

 最後に、臨時財政対策債、限度額は８,５

３８万７,０００円になります。 

 臨時財政対策債は、地方交付税の不足分

の一部を地方債へ振り替える制度で、充当

率は１００％、元利償還金の全額が後年度

に普通交付税にて財政措置されることにな

ります。 

 以上のとおり、令和５年度に借入れを予

定する地方債の総額は７億７９８万７,００

０円となります。 

 それでは、歳出から御説明いたしますの

で、予算書の８２、８３ページをお開き願

います。 

 ３、歳出になります。 

 １款議会費、予算額は８,２０８万７,０

００円であります。 

 １項、１目議会費、１、議会運営事務に

つきましては、議会議員の活動に係る経

費、議会事務局の運営に要する経費を計上

してございます。 

 続いて、８４、８５ページになります。 

 ２款総務費、予算額は１０億８,１０８万

８,０００円、前年度から１億８,２７７万

５,０００円の増額計上になります。 

 １項総務管理費、１目一般管理費の３、

秘書渉外事務、３行目の特別旅費でありま

すが、こちらは、友好姉妹都市提携２５周

年を記念して、ニュージーランド・ケンブ

リッジを訪問する町長の旅費として６４万

４,０００円を計上しております。 

 ８６、８７ページになります。 

 下段の２目広報広聴費、１、広報事業

は、次の８８、８９ページを御覧願いま

す。 

 業務等委託料の１行目になります。 

 美幌町ＰＲ動画作成委託料は、町制施行

１００周年を機に美幌町の魅力を広く発信

するためのＰＲ動画の作成経費といたしま

して１２１万円を計上してございます。 

 次に、３目の財政・会計管理費、１、財

政管理事業、業務等委託料の財務会計シス

テムプログラム改修委託料２２０万円につ

きましては、インボイス制度の導入に伴う

システム改修経費になります。 

 ２、会計管理事業の手数料８８万８,００

０円でございますが、こちらは、本年４月

から新たに金融機関の窓口収納手数料を負

担するため、前年度から７９万４,０００円

の増額となります。 

 下段の４目財産管理費につきましては、

次の９０ページ、９１ページを御覧いただ

きたいと思います。 

 中段の２、町有財産管理事業、工事請負

費、旧ゆうあいセンター解体除却工事１億

４９９万５,０００円は、新町１丁目の旧ゆ

うあいセンターを解体するための工事費

で、除却後の跡地は国保病院の駐車場とし

て利用する予定であります。 

 旧役場別館改修工事につきましては、後

ほど工事関係参考資料により、副町長から

工事概要について御説明いたします。 
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 車両の１,０４５万円につきましては、公

用車２台の更新費用になりますが、うち１

台は電気自動車を購入いたします。 

 負担金の１行目、北海道市町村入札参加

資格共同審査負担金は、入札の参加資格を

審査する事務について、道内の市町村で共

同処理する費用として２４万８,０００円を

負担するものであります。 

 次に、９２、９３ページ、５目の企画費

になります。 

 １、政策推進事業につきましては、移住

促進、空き家対策、ふるさと寄附金、町制

施行１００周年記念事業に要する経費な

ど、総額で４億４,１２９万３,０００円を

予算計上してございます。 

 １００周年の記念事業に係る経費といた

しましては、７月１日の土曜日、町民会館

びほーるにおいて開催する式典や、同日、

３階中ホールで開催する懇親会の経費な

ど、３８３万１,０００円を計上してござい

ます。 

 業務等委託料の下から２行目になりま

す。 

 移住相談拠点施設運営等業務委託料１,４

４９万８,０００円につきましては、みどり

の村敷地内において４月１日にオープンす

るワーキングスペースの運営を事業者へ委

託する経費になります。移住相談をはじ

め、サテライトオフィスとして利用される

企業や、コミュニティスペースの利用を通

じ、様々な人が交わり、新たな交流が生ま

れるよう、事業の推進に努めてまいりま

す。 

 ふるさと寄附金につきましては、令和５

年度の寄附総額を４億円と見込み、募集受

付業務や特設サイトの管理経費、積立金な

どを予算措置してございます。 

 下段の補助金の１行目、ＵＩＪターン新

規就業支援事業補助金につきましては、事

業内容を拡充し、令和５年度は３６０万円

を計上いたします。この事業は、東京圏か

ら就業のために移住される場合、１世帯に

１００万円、単身世帯には６０万円を交付

する制度でありますが、新年度は、１８歳

未満の子供が移住する場合、子供１人につ

き１００万円を加算して交付いたします。 

 補助金の空家等除却事業補助金でござい

ますが、こちらについては、不良住宅の判

定要件を緩和し、兼用住宅を補助対象に加

えるなど、事業内容の一部を見直しいたし

ます。新年度は、除却の申請を６件、新築

に伴う除却の申請を２件と見込みまして、

５００万円を予算計上してございます。 

 空家利活用事業補助金につきましては、

空き家を活用した移住体験住宅の整備を１

件と見込みまして、５００万円を計上いた

します。これまでは補助対象者を町内に限

定しておりましたが、新年度は町外の個人

または法人も対象といたします。 

 次に、９４、９５ページ、３、広域連携

事業になります。 

 負担金の３行目、オールオホーツク魅力

発信委員会負担金は、管内１８市町村とオ

ホーツク総合振興局が連携し、オホーツク

地域の魅力発信に取り組もうとするもの

で、本町が負担する１６万２,０００円を予

算計上いたします。 

 次に、５、国際交流事業、特別旅費の６

２万４,０００円と負担金、友好姉妹都市交

流事業負担金３２０万３,０００円につきま

しては、ニュージーランド・ケンブリッジ

を訪問するための経費になります。 

 友好姉妹都市提携２５周年を記念して、

より一層の友好関係を築くため、秋をめど

に訪問団を派遣できるように準備を進めて

まいります。 

 次に、６目の辺地対策費、１、生活バス

路線等維持事業、業務等委託料の３行目、

デマンドバス運行業務委託料は、実証運行

の申込みバスもーびーを本年４月から本格

運行するための費用として７５９万３,００

０円を計上してございます。 

 次に、９６、９７ページになります。 

 ７目の交通安全費、１、交通安全対策推
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進事業、５行目の消耗品費８１４万２,００

０円のうち７３４万６,０００円につきまし

ては、自転車用ヘルメットの購入経費を計

上しております。本年４月から自転車用ヘ

ルメット着用の努力義務が１８歳から全年

齢へ拡大されることから、自転車に乗車す

る機会が多い小中学生に対し、自転車用ヘ

ルメットを無償配付いたします。 

 続いて、８目の住民活動推進費、１、住

民活動推進事業、庁用備品８８万３,０００

円は、地域集会室のストーブ５台を更新す

る経費になります。 

 負担金の２行目になります。 

 手作り出店実行委員会負担金は、ふるさ

と祭りが第３０回の節目を迎えること、町

制施行１００周年の記念の年でもあること

から、イベント内容の充実を図るため、２

００万円を増額し、３８０万円を計上して

おります。 

 続いて、９８、９９ページになります。 

 補助金の一番下になります。 

 びほろの活力共創事業補助金は、町民が

主体的に取り組むまちづくり活動に対し、

事業費の一部を助成する制度であります

が、新年度は、継続事業を４件、新規事業

を５件と見込み、総額３８０万円を予算措

置いたします。 

 下段の１０目電算管理費、１、電算シス

テム事業につきましては、次の１００ペー

ジ、１０１ページになります。 

 業務等委託料の一番下になります。 

 ＤＸ対策業務委託料１,５６９万３,００

０円は、美幌町ＤＸ推進計画に基づき、行

政機能の強化とデジタル化を進めるための

経費になります。 

 主な内容でありますが、自治体情報シス

テムの標準化、共通化に向けた作業を進め

るとともに、各部署が使用している地図情

報をデータ化し、業務の効率化を図ってま

いります。 

 次に、１１目の諸費、１、防災対策事

業、６行目の消耗品費３４５万２,０００円

はパーテーションテント５０台などの購入

費用を、下から５行目の機械器具２５０万

３,０００円はジョイントスクリーン５０台

の購入費用をそれぞれ計上してございま

す。 

 １０２、１０３ページになります。 

 ２、駐屯地強化充実推進事業、負担金の

１行目、陸上自衛隊美幌駐屯部隊充実整備

期成会負担金は、即応機動連隊へ改編され

る部隊の活動を側面から支援するための活

動経費として３８０万円を予算措置いたし

ます。 

 下段の２項徴税費、１目税務徴税費、

１、町税等課税事務、業務等委託料の３行

目になります。 

 固定資産路線価評価業務委託料１,２３７

万５,０００円につきましては、令和６年度

の評価替えに向け、路線価の評価に要する

経費を計上してございます。 

 １０４ページ、１０５ページになりま

す。 

 上から３行目の庁用備品２９１万２,００

０円につきましては、確定申告で使用する

パソコン１０台の購入費用になります。 

 下段の３項、１目戸籍住民基本台帳費、

１、戸籍住民基本台帳事務は、次の１０

６、１０７ページをお開き願います。 

 ４行目の庁用備品４１万６,０００円は、

パスポート用交付窓口端末機の更新費用に

なります。 

 次の４項選挙費、中段の２目知事及び道

議会議員選挙費２９１万２,０００円は、４

月９日に執行される北海道知事及び北海道

議会議員の選挙に要する経費になります。 

 下段の３目町長及び町議会議員選挙費２,

１０９万９,０００円は、４月２３日に執行

される美幌町長及び美幌町議会議員の選挙

に要する経費になります。 

 次に、１０８、１０９ページ、中段から

下、５項、１目統計調査費です。 

 １、統計調査事業につきましては、住

宅・土地統計調査などの経費として１１１
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万４,０００円を計上しております。 

 １１０ページ、１１１ページになりま

す。 

 ６項、１目の監査委員費、１、監査事務

につきましては、監査委員の活動に要する

経費として２０３万５,０００円を計上して

います。 

 続いて、１１２、１１３ページになりま

す。 

 ３款民生費、予算額は２６億４,６３５万

２,０００円になります。 

 １項社会福祉費、１目社会福祉総務費、

１、社会福祉推進事業、補助金の５行目、

ボランティアポイント事業補助金３８万７,

０００円は、社会福祉協議会が実施するボ

ランティア事業に対する一部助成になりま

す。 

 下段の２目社会福祉施設費、１、コミュ

ニティセンター維持管理事業は、次の１１

４、１１５ページになります。 

 中ほどの機械器具６６万円につきまして

は、施設管理で使用する除雪機１台の購入

費用になります。 

 下段の３目高齢者福祉費、１、高齢者福

祉推進事業の２行目、事務事業協力報償

は、身寄りのない方が亡くなられた際の葬

祭経費として６３万３,０００円を予算措置

しています。 

 次に、１１６、１１７ページになりま

す。 

 一番上の機械器具は、自治会たすけあい

チームに貸与する除雪機３台を購入する費

用として１９８万円を計上しています。貸

与する除雪機を現行の２１台から２４台へ

増やし、高齢者宅の間口除雪の支援に努め

てまいります。 

 補助金の３行目になります。 

 介護従事者確保対策事業補助金３００万

円につきましては、介護施設に従事する担

い手を確保するため、事業を拡充いたしま

す。 

 内容でありますが、２０万円を上限に、

住宅準備補助金を交付しておりますが、介

護福祉士と介護支援専門員に加え、新年度

からは、対象職種に社会福祉士や社会福祉

主事などを追加いたします。また、就職か

ら１年を経過するごとに最長で３年間、職

種に応じて１０万円または２０万円を新た

に就業支援金として交付いたします。 

 なお、就業支援金につきましては、本年

４月以降に就職される方が対象となります

ので、予算計上は令和６年度以降となりま

す。 

 二つ下の福祉車両購入事業補助金１５２

万４,０００円につきましては、福祉車両を

購入する介護事業所に対する北海道の間接

補助になります。 

 次に、２、在宅福祉事業、業務等委託料

の２行目になります。 

 緊急通報装置運営業務委託料３０７万７,

０００円につきましては、家庭内の事故を

防ぐため、希望される世帯に緊急通報装置

を設置しておりますが、新年度からは一部

業務を委託し、高齢者の安否確認の安定化

と業務の効率化を図ってまいります。 

 中ほどになります。 

 扶助費、住宅改修費助成は、介護保険制

度の対象外となる世帯に対し、手すりの設

置や段差解消などの改修費用を町が助成す

るもので、９０万円を計上しております。

新年度は、対象工事費を現行の１０万円か

ら２０万円に増額し、助成額につきまして

も９万円から最大１８万円へ拡充いたしま

す。 

 次に、１１８、１１９ページになりま

す。 

 下段の５目障害福祉費、１、障害福祉事

業は、次の１２０ページ、１２１ページを

御覧願います。 

 業務等委託料、障がい福祉計画アンケー

ト調査委託料４４万円につきましては、第

７期障がい福祉計画、第３期障がい児福祉

計画の策定に向けたアンケート調査費用に

なります。 
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 次に、１２２、１２３ページになりま

す。 

 中段の２項児童福祉費、１目児童福祉総

務費、１、児童福祉事務、業務等委託料の

１行目、子ども・子育て支援事業計画ニー

ズ調査集計等業務委託料２７５万円につき

ましては、第３期子ども・子育て支援事業

計画の策定に向けて、子育て世帯のニーズ

の把握と分析を行う経費になります。 

 続いて、１２４、１２５ページになりま

す。 

 一番上の結婚新生活支援事業補助金は、

事業内容を拡充し、新年度は５４０万円を

計上いたします。 

 内容でありますが、住宅費用や引っ越し

費用を助成し、新婚世帯の経済的な負担軽

減を図る事業になりますが、新年度は、所

得要件を４００万円から５００万円に緩和

いたします。また、夫婦ともに３９歳以下

の世帯に対し、３０万円が交付されます

が、夫婦ともに２９歳以下の場合は補助金

を６０万円に増額し、少子化対策を強化し

てまいります。 

 ２、子ども発達支援センター運営事業、

中段から下の庁用備品１８万４,０００円

は、療育訓練・療育指導用のパソコン１台

を購入する経費になります。 

 １２６、１２７ページは、前年度から大

きな変更はございません。 

 １２８、１２９ページになります。 

 下段の３目児童措置費、１、児童手当支

給事業は、中学生以下の児童を養育する世

帯に支給する児童手当の経費といたしまし

て、１億７,３０９万１,０００円を予算措

置してございます。 

 続いて、１３０ページ、１３１ページ、

４款衛生費になります。 

 予算額は１１億６,８５２万４,０００円

であります。 

 １項保健衛生費、１目保健衛生総務費、

１、保健衛生推進事業、補助金、医療従事

者就業支援金８１０万円につきましては、

町内の医療機関等に就職する医療従事者に

対する支援金になります。 

 住宅準備補助として２０万円を上限に交

付するほか、就業から１年を経過ごとに２

５万円を最長３年間、支援金として交付い

たします。 

 このページの下段の４、広域事務組合負

担事業、美幌・津別広域事務組合負担金

は、後ほど予算参考資料により、副町長か

ら内容を御説明いたします。 

 次に、１３２、１３３ページになりま

す。 

 ２目予防費、１、感染等予防対策事業、

補助金の１行目、飲用水浄水装置設置事業

補助金４５万円につきましては、水道未普

及地区に居住される妊婦、ゼロ歳児の世帯

を対象としておりましたが、新年度は水道

未普及地区の全ての世帯を対象といたしま

す。 

 飲用水水質検査助成金につきましても対

象世帯を拡大し、飲用水の水質検査料金の

４分の３について助成いたします。 

 その下の飲用井戸等整備事業補助金は、

新規事業になります。 

 水道未普及地区に飲用井戸を整備する際

の費用につきまして、補助率２分の１、１

００万円を上限に助成するものでありま

す。 

 次に、３、母子保健事業、業務等委託料

の一番下になります。 

 産後健診・産後ケア事業委託料につきま

しては、卒乳時期における育児相談を実施

するなど、事業内容の充実を図ってまいり

ます。 

 次に、１３４、１３５ページになりま

す。 

 補助金の３行目、出産・子育て応援支援

金は、妊娠期から出産、子育てまで一貫し

た伴走型相談支援と経済的支援を実施する

ために９００万円を予算措置いたします。 

 妊娠届出時に５万円、出生届出時に５万

円、合わせて１０万円を交付し、安心して
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出産や子育てを行える環境づくりに努めて

まいります。 

 続いて、１３６、１３７ページになりま

す。 

 ４目の環境保全推進費、下段になりま

す。 

 ４、二酸化炭素排出抑制対策事業は、２

０５０年までに町内の温室効果ガス排出量

の実質ゼロを達成するために必要な経費を

予算措置いたします。 

 各種委員会報償の１１万３,０００円は、

新たに設置する再生可能エネルギー導入戦

略検討委員会の委員報償になります。 

 特別旅費の１２万２,０００円につきまし

ては、脱炭素に取り組む道内の先進地を視

察するための経費になります。 

 次の業務等委託料、再生可能エネルギー

導入戦略策定事業委託料は、地球温暖化防

止実行計画（区域施策編）策定に向けた基

礎調査費用といたしまして１,０００万円を

計上してございます。 

 次に、１３８、１３９ページになりま

す。 

 ５目の保健福祉総合センター費、１、保

健福祉総合センター管理運営事業、教育備

品の２４７万９,０００円につきましては、

しゃきっとプラザ３階の運動指導室の器具

３台を更新する費用になります。 

 下段の２項清掃費、１目塵芥し尿処理費

は、次の１４０ページ、１４１ページにな

ります。 

 ３、ごみ処分場維持管理事業、修繕料に

つきましては、水処理施設、汚泥脱水機の

オーバーホール費用やリサイクルセンター

のペットボトル減容機その他プラ減容機な

どの修繕経費として総額４,４６１万５,０

００円を計上しております。 

 実施設計等委託料の第Ⅳ期最終処分場実

施設計業務委託料３,９１７万１,０００円

につきましては、令和８年１０月の供用開

始を目指し、新年度は実施設計を進めてま

いります。 

 負担金の１行目になります。 

 循環型社会形成推進地域計画策定業務負

担金につきましては、斜網地区１市４町に

よる広域焼却処理施設の整備に向けた地域

計画の策定費用といたしまして、美幌町が

負担する２４０万９,０００円を予算計上し

てございます。 

 次に、１４４、１４５ページ、５款労働

費になります。 

 予算額は２,４４３万円になります。 

 １項、１目労働諸費、１、労働対策事

業、業務等委託料、季節労働者雇用対策事

業委託料は、季節労働者の就労機会を確保

するため、道路及び公園の樹木剪定や清

掃、公共施設周辺の除排雪などの作業を委

託する経費といたしまして、前年度と同額

の１,５００万円を計上してございます。 

 続いて、１４６、１４７ページになりま

す。 

 ６款農林水産業費、予算額は７億２,７３

９万９,０００円でございます。 

 １項農業費、下段の４目農業振興費は、

次の１４８、１４９ページを御覧いただき

たいと思います。 

 中段下の４、農作物原・採種圃設置事

業、補助金、農作物原採種圃設置事業補助

金につきましては、優良種子を安定的に確

保するため、新年度は事業内容を拡充いた

します。これまでの農薬代と圃場管理労賃

の一部助成に加え、種子用と通常の種代と

の差額の４分の１を助成するもので、前年

度から６２万２,０００円を増額し、新年度

は１７９万２,０００円を計上しておりま

す。 

 下段の６、みらい農業センター管理運営

事業は、次の１５０ページ、１５１ページ

になります。 

 機械器具の１０９万８,０００円につきま

して、高収益作物の作付振興を図るため、

アスパラ試験栽培用の防除機と耕運機をそ

れぞれ１台ずつ購入いたします。 

 下段の５目畜産業費、１、畜産振興事
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業、補助金の一番下になります。 

 乳用牛振興事業補助金につきましては、

これまでの性判別凍結精液の購入助成に加

え、経産牛の削蹄費用の一部を助成するた

め、事業内容を拡充してございます。 

 次に、１５２、１５３ページ、３、牧野

管理運営事業、施設維持管理等委託料の３

行目になります。 

 美幌峠牧場側溝清掃業務委託料につきま

しては、管理用道路の側溝に土砂が堆積

し、雨水処理に支障を来していることか

ら、清掃業務を委託する経費として１７１

万６,０００円を計上しております。 

 次に、６目の農地費、２、道営土地改良

事業につきましては、後ほど予算参考資料

により、事業概要について副町長から御説

明いたします。 

 下段の３、団体営土地改良事業、３行目

の修繕料５,６００万円につきましては、国

営かんがい排水事業で整備したリールマシ

ンのオーバーホールなどの費用になりま

す。 

 続いて、１５４、１５５ページになりま

す。 

 中段の７目みどりの村管理費、１、みど

りの村維持管理事業、修繕料につきまして

は、グリーンビレッジ美幌の浴室の浴槽修

繕、東側通路の舗装補修に要する経費とし

て３５７万４,０００円を計上しておりま

す。 

 次の２項林業費、１目林業総務費、１、

有害鳥獣対策事業、事務事業協力報償につ

きましては、有害鳥獣の駆除に係る出動報

償のほか、新年度はヒグマ捕獲用箱わなの

管理を猟友会に依頼するため、予算額９６

万９,０００円を計上してございます。 

 続いて、１５６、１５７ページになりま

す。 

 ２、林業推進事業、３行目の消耗品費２

７５万１,０００円のうち１１０万円につき

ましては、ＦＳＣ森林認証材を使用した木

製品をＰＲするため、イベント等で配付す

るノベルティーの購入費用になります。 

 業務等委託料の４行目になります。 

 カーボンオフセット制度ＰＲ用看板作製

委託料は、企業の森林づくり事業をＰＲす

るため、役場庁舎内に掲示する看板の作製

費用として５３万円を予算措置してござい

ます。 

 次に、下段の２目林業振興費、１、治山

林道施設整備推進事業につきましては、１

５８、１５９ページをお開き願います。 

 上から８行目の車両４７６万３,０００円

は、森林管理に必要な人員と資材を輸送す

るため、森林環境譲与税を活用して作業車

１台を購入いたします。 

 ２、民有林振興対策事業、補助金の４行

目になります。 

 森林の担い手支援金は、林業事業体に就

職する方に対して、１年経過ごとに職種に

応じて１２万円から２４万円を最長３年間

交付する事業で、新年度は３名分の７２万

円を計上してございます。 

 その下の林業機械購入補助金は、町内の

林業従事者または林業者がチェーンソーな

どの小型林業機械を購入する際、その費用

の２分の１、２０万円を上限に補助するも

ので、１０件分の２００万円を計上してご

ざいます。 

 積立金の４,２２１万９,０００円につき

ましては、令和５年度に交付される森林環

境譲与税を基金へ積み立てるための予算計

上になります。 

 次に、３目町有林管理費、１、町有林造

林事業、４行目の修繕料は、町有林の造

林、保育、伐採に必要な林業機械の修繕経

費のほか、作業道を補修する費用として７

８６万９,０００円を計上しております。 

 １６０ページ、１６１ページになりま

す。 

 ３行目の機械器具１９６万７,０００円に

つきましては、ＧＰＳ測量機器、充電式冷

温庫を購入する経費になります。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 
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 再開は、１３時といたします。 

午前１１時５９分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、引

き続き、歳出について御説明いたします。 

 １６２ページ、１６３ページになりま

す。 

 ７款商工費、予算額は４億９,３３２万

８,０００円であります。 

 １項商工費、２目商工業振興費、１、商

工業振興推進事業、４行目の修繕料１,６９

４万８,０００円は、商店街の街路灯をＬＥ

Ｄ照明へ交換する費用で、令和５年度は栄

町の桜通２０基、北１丁目の有楽通４基、

合わせて２４基をＬＥＤ照明にいたしま

す。 

 補助金の下から２行目になります。 

 美幌商工会議所創立７０周年記念事業補

助金は、本年９月に創立７０周年を迎える

美幌商工会議所に対し、記念誌の作成経費

を補助するもので、５０万円を計上してご

ざいます。 

 その下の企業立地促進補助金は、町内に

工場等を新設または増設する事業者に対し

て、企業立地促進条例に基づき、補助金を

交付するための予算計上になります。新年

度は、事業者１者が対象となることから、

固定資産税相当額、雇用の増加に対する補

助金として３９０万８,０００円を交付する

予定であります。 

 次に、２、商工業活性化促進事業、補助

金の３行目になります。 

 店舗リフォーム促進支援事業補助金は８

００万円の計上です。店舗リフォームに要

する費用の２分の１、１００万円を上限に

補助する制度ですが、新年度は、補助金の

交付額が１００万円に達するまで再度の申

請を認めることで、事業内容の一部を見直

しいたします。 

 このページの下段になります。 

 ３、中小企業融資利子補給事業、補助

金、中小企業融資利子補給等補助金は、コ

ロナ禍の影響や物価高により厳しい経営環

境にある事業者を支援するため、運転資金

の融資期間について、現行の７年以内から

最長１０年以内へと拡充いたします。 

 次に、１６４、１６５ページになりま

す。 

 ３目観光費、１、観光振興事業、負担金

の４行目になります。 

 女満別空港整備利用促進協議会負担金

は、２市９町で構成する協議会が取り組む

誘客促進支援やツアー造成支援などの事業

費に対して本町が負担する１３２万２,００

０円を計上しております。 

 その下の美幌地区３町広域観光協議会負

担金は、美幌、津別、大空の３町で推進す

る屈斜路カルデラ外輪山トレイルルートの

整備、維持管理、モニターツアーなどの費

用として本町が負担する５３万３,０００円

を計上いたします。 

 次に、２、観光施設維持管理事業につき

ましては、８,６６９万７,０００円、前年

度から３,４００万円余りの増額計上となり

ます。 

 主な内容でありますが、美幌峠レストハ

ウスの２階に展示スペースや情報発信スペ

ースを設けるなど、展望休憩室を再整備す

るための経費として、修繕料や庁用備品な

ど、総額８７０万６,０００円を計上してご

ざいます。 

 また、峠の湯びほろにつきましては、浴

室ドームの軒天、サーモシャワー交換など

の修繕経費のほか、脱衣室のロッカーを更

新するなど、利用者の環境整備を図ってま

いります。 

 １６６、１６７ページの上から１０行

目、交流促進センター維持管理委託料につ
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きましては、原油価格高騰の影響を踏ま

え、燃料費や電気料を補塡するため、前年

度から１,７５０万９,０００円を増額し、

３,０５０万９,０００円を予算計上してい

ます。 

 ３、観光イベント推進事業、補助金の３

行目、夏まつり補助金につきましては、第

１０回の記念大会であり、町制施行１００

周年の節目でもあることから、イベント内

容を充実するために２００万円を増額し、

４５０万円を計上いたします。 

 １６８、１６９ページになります。 

 ８款土木費、予算額は１２億４,３４５万

２,０００円です。 

 ２項道路橋梁費、２目道路橋梁維持費、

１、道路橋梁維持管理事業、４行目の修繕

料につきましては、雨水ますや側溝、照明

灯などの道路施設、道路舗装などの修繕経

費として４,１９８万５,０００円を計上し

ています。 

 業務等委託料の４行目、第１０４号道路

実施計画基礎調査業務委託料の５５０万円

につきましては南団地北側の道路整備に向

けて、その下の第８８１号道路代替路検討

基礎調査業務委託料の２００万円は国道２

４３号と美幌峠牧場を結ぶ道路整備を検討

するため、それぞれ調査費を計上しており

ます。 

 次の１７０、１７１ページ、２、道路橋

梁補修事業になります。 

 実施設計等委託料の第６０号橋補修実施

設計委託料７５０万円は、都橋地区の橋梁

補修に係る実施設計になります。 

 工事請負費、稲美旭橋補修工事につきま

しては、後ほど工事関係参考資料により、

副町長から工事概要について御説明いたし

ます。 

 ３、除雪対策事業、施設維持管理等委託

料、除排雪委託料の８,９１５万７,０００

円は民間事業者による一斉除雪５回分など

の経費を、その下の車両５,７０５万円は町

直営の除雪ダンプ１台を更新する費用にな

ります。 

 １７２、１７３ページになります。 

 一番上の５、堤内排水対策事業１,０８２

万６,０００円につきましては、河川の増水

による浸水被害を防ぐため、網走川と美幌

川の各樋門に排水ポンプ及び発電機を設置

する経費などを予算措置いたします。 

 ３目の道路橋梁新設改良費、１、道路整

備事業及び２、道路改築事業につきまして

は、後ほど工事関係参考資料により、副町

長から工事概要について御説明いたしま

す。 

 ３項の河川費、１目河川総務費、１、河

川維持管理事業、２行目の修繕料１,２９０

万円は、町が管理する普通河川の修繕経費

を計上しています。 

 工事請負費につきましては、後ほど工事

関係参考資料により、副町長から工事概要

について御説明をいたします。 

 このページの下段の４項都市計画費、１

目都市計画総務費、１、都市計画事業につ

きましては、次のページ、１７４、１７５

ページになります。 

 業務等委託料、都市計画マスタープラ

ン・立地適正化計画策定業務委託料は、平

成２７年４月に策定した都市計画マスター

プランの見直し、立地適正化計画の策定に

向けた業務の２年目となります。令和４年

度に実施した町民アンケートに続いて、新

年度は、企業立地意向調査、準防火地域調

査などを進める予定で、所要額として１,７

１７万５,０００円を計上してございます。 

 次に、２目公園維持費、１、公園維持管

理事業、業務等委託料の３行目になりま

す。 

 公園樹木剪定業務委託料２００万円につ

きましては、あおやま南公園の樹木を剪定

する費用になります。 

 下段の５項住宅費、１目住宅総務費、

１、建築事業につきましては、次の１７

６、１７７ページを御覧いただきたいと思

います。 
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 補助金の１行目になります。 

 住宅リフォーム促進補助金であります

が、この事業は、対象工事費の下限額を５

０万円から３０万円に引き下げ、制度の再

利用を可能にするなど、より利用しやすい

事業へ見直しをいたします。予算額は３,４

６０万円の計上です。 

 次の住宅耐震改修補助金９０万３,０００

円につきましても補助制度を拡充し、民間

住宅の耐震化を推進してまいります。主な

内容でありますが、新たに耐震診断と耐震

設計を補助対象に加え、耐震改修工事費の

補助金を現行の３０万円から７１万３,００

０円へ引上げいたします。 

 次に、２目の住宅管理費の１、公営住宅

管理事業、修繕料の１,７１２万６,０００

円でありますが、旭団地３号棟と４号棟の

共同玄関の舗装の補修及び美富団地１号棟

のライトコート防水修繕など、町営住宅の

修繕経費を計上してございます。 

 施設維持管理等委託料の一番下、２,７０

６万円につきましては、美富団地５号棟、

７号棟に設置のエレベーター制御盤等を更

新する費用になります。 

 工事請負費、南団地共同階段手摺設置工

事１,５３７万８,０００円につきまして

は、南団地の６号棟から１０号棟までの階

段室１１か所に手すりを設置するための工

事費であります。 

 下段の３目住宅建設費、１、公営住宅整

備事業につきましては、第２表、債務負担

行為で御説明したとおり、仲町団地の建て

替えに先立ちまして、現入居者の仮居住先

として建設する旭団地７号棟の実施設計業

務委託料になります。 

 次に、１８０、１８１ページをお開き願

います。 

 ９款消防費になります。 

 予算額は４億３,５０３万３,０００円の

計上であります。 

 １、広域事務組合負担事業につきまして

は、後ほど予算参考資料により、副町長か

ら内容について御説明を申し上げます。 

 続いて、１８２、１８３ページ、１０款

教育費になります。 

 予算額は１０億７,８９４万９,０００

円、前年度から２億１,０２８万円の増額で

あります。 

 １項教育総務費、下段の３目教育振興

費、１、教育振興事業、各種研修等報償の

２１万６,０００円は研修会の講師報償を、

特別旅費の４７万１,０００円は先進地の視

察旅費を、いずれも小中一貫教育推進に向

けた経費を計上してございます。 

 続いて、１８４、１８５ページ、一番上

の庁用備品５２５万２,０００円であります

が、こちらは美幌高校生に無償貸与するタ

ブレット端末５５台を購入する費用になり

ます。 

 次の補助金、美幌高等学校教育支援事業

補助金１,３７７万６,０００円は、生徒募

集と高校の魅力化に向けた取組を強化する

ため、事業内容を拡充いたします。新年度

は、オンライン学習の利用料補助を全生徒

へ拡充するほか、新たに模擬試験・検定試

験費用を補助するなど、学習環境の充実に

取り組んでまいります。また、農業科実習

服の支給、部活動の強化支援に取り組むな

ど、間口確保に向けた取組を強化いたしま

す。 

 ２、学校教育振興事業の中ほどの負担

金、８行目の授業改善推進負担金につきま

しては、教員の指導力向上を図るため、校

内研修会や公開授業の開催に係る経費とし

て７１万４,０００円を負担いたします。 

 下段の４目学校保健費、１、学校保健事

業につきましては、次の１８６、１８７ペ

ージになります。 

 上から２行目の機械器具につきまして

は、小中学校５校に全自動の身長・体重計

を整備するため、１２６万５,０００円を計

上してございます。 

 次に、２項小学校費の１目学校管理費、

１、小学校管理事業、６行目の修繕料につ



－ 189 － 

きましては、体育館のバスケットゴール、

教室の黒板昇降機の落下事故を防ぐための

改修を、また、旭小学校の網戸交換などの

経費として総額１,３４４万２,０００円を

計上いたします。 

 業務等委託料７３２万円につきまして

は、美幌小学校かしわの木の保全のため、

生育に影響を与えている教材園、遊具、外

灯、築山を移設する費用になります。 

 続いて、１８８、１８９ページになりま

す。 

 中ほどの工事請負費５８８万円につきま

しては、美幌小学校の体育館をＬＥＤ照明

へ改修するための工事費を計上してござい

ます。 

 下段の２目教育振興費、１、小学校教材

整備事業は、次の１９０、１９１ページに

なります。 

 一番上の社会科副読本作成業務委託料３

８５万円につきましては、令和６年度版と

して社会科副読本を改訂するための経費に

なります。 

 庁用備品につきましては、ＩＣＴを活用

した学習環境を整えるため、電子黒板１２

台を追加で購入するほか、学校図書館で使

用するパソコン３台などの購入費用として

１,２７１万４,０００円を計上いたしま

す。 

 下段になります。 

 ３項中学校費、１目学校管理費、１、中

学校管理事業は、次の１９２、１９３ペー

ジになります。 

 一番上の修繕料につきましては、美幌中

学校体育館の床ウレタン塗装、北中学校図

書室のカーテン交換などの修繕経費といた

しまして５５２万５,０００円を計上いたし

ます。 

 中段の工事請負費、１行目は美幌中学校

の校舎を、２行目は北中学校の校舎及び体

育館をそれぞれＬＥＤ照明へ改修する費用

として工事費を計上してございます。 

 ３行目の自転車スタンド設置工事につき

ましては、美幌中学校の自転車置場にスタ

ンドを設置するための経費として１９６万

７,０００円を計上してございます。 

 このページの下段の２目教育振興費、

１、中学校教材整備事業は、次の１９４、

１９５ページになります。 

 上から７行目の庁用備品８０５万６,００

０円につきましては、ＩＣＴを活用した学

習環境を整えるため、電子黒板９台を追加

購入するほか、学校図書館で使用するパソ

コン２台などの購入費用であります。 

 教育備品１２１万１,０００円につきまし

ては、美幌中学校の楽器を更新する費用に

なります。 

 次に、４項社会教育費、１目社会教育総

務費は、次の１９６、１９７ページになり

ます。 

 ２、社会教育推進事業の１０７万５,００

０円は、社会教育委員や社会教育活動奨励

員の活動に要する経費を計上しておりま

す。 

 次に、２目の社会教育振興費につきまし

ては、次の１９８、１９９ページになりま

す。 

 ５、芸術文化振興事業、各種行事等報償

３０万６,０００円のうち、１１万２,００

０円につきましては、びほーるで開催する

避難訓練コンサートに係る演奏報償になり

ます。 

 次に、負担金の２行目になります。 

 芸術文化鑑賞事業負担金は、前年度から

１５０万円を増額し、７４０万円を計上し

てございます。 

 町制施行１００周年、びほーるオープン

１０周年を記念して、札幌交響楽団による

コンサートを企画するなど、芸術文化に触

れる機会を設けてまいります。 

 ６、未来のアーティスト応援事業１００

万円につきましては、青少年の芸術文化に

係る全国・全道コンクール大会への参加費

を助成するもので、継続事業となります。 

 下段の３目社会教育施設費、１、町民会
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館等管理運営事業、５行目の修繕料は、屋

上の防水保護塗装、加湿器の部品交換な

ど、施設の修繕経費として４４０万８,００

０円を計上しております。 

 続いて、２００ページ、２０１ページに

なります。 

 中ほどの機械器具３３９万１,０００円に

つきましては、施設管理と舞台運営の充実

を図るために、ワイヤレスマイクなどの備

品や機材の購入費用になります。 

 次に、２０２、２０３ページになりま

す。 

 中段の５目図書館費、１、図書館運営事

業、庁用備品の１０７万６,０００円につき

ましては、町制施行１００周年の記念事業

といたしまして、図書館で保存している資

料展示を行うため、必要な展示パネルを購

入いたします。 

 ２、図書館施設維持管理事業につきまし

ては、次の２０４、２０５ページになりま

す。 

 上から１０行目の機械器具１２７万９,０

００円は、紫外線を照射して除菌する図書

消毒機１台の購入費用になります。 

 下段の６目博物館費、１、博物館運営事

業は、第１展示室の改修費用として、消耗

品費や印刷製本費、機械器具、業務等委託

料など、合わせて４９５万７,０００円を計

上しております。主な内容でありますが、

実物資料の展示を増やし、解説パネルを更

新するとともに、プロジェクターやスポッ

トライトを新たに設置するなど、美幌町の

歴史や文化を学べる空間へと第１展示室を

リニューアルいたします。 

 ２０６、２０７ページをお開き願いま

す。 

 中ほどの庁用備品１８３万７,０００円に

つきましては、本田忠盛様からの御寄附を

活用いたしましてカラー複合機１台を購入

いたします。 

 次に、２、博物館活動推進事業は、次の

２０８、２０９ページになります。 

 機械器具の３２万３,０００円は、町制施

行１００周年を記念した特別展「フィルム

で振り返る美幌の歴史」で使用する機材と

いたしまして、プロジェクターとスクリー

ンを購入いたします。 

 下段の５項保健体育費、１目保健体育総

務費、１、スポーツ推進事業につきまして

は、スポーツ推進計画の策定経費として、

研修会の講師報償や印刷製本費など、４５

万４,０００円を計上いたします。 

 次に、２１０、２１１ページになりま

す。 

 中段の２、スポーツ大会開催事業、負担

金の２行目になります。 

 １００ｋｍデュアスロン大会負担金につ

きましては、町制施行１００周年の記念大

会といたしましてトップアスリートを招聘

するために、前年度から６０万円を増額

し、３２０万円を計上いたします。 

 その下のＳＯＭＰＯボールゲームフェス

タ負担金３０万円につきましては、日本ト

ップリーグ連携機構が主催する地域密着型

のスポーツイベント経費になります。主に

小学生を対象に、運動や遊び、団体ボール

競技を体験できるイベントであり、現在、

５月２０日土曜日の開催で準備を進めてい

るところでございます。 

 次の３、未来のアスリート応援事業につ

きましては、スポーツに打ち込んでいる子

供たちを応援する経費といたしまして、前

年度と同額の６６０万円を計上いたしま

す。 

 ２目体育施設費、１、屋内体育施設維持

管理事業は、次の２１２、２１３ページに

なります。 

 実施設計等委託料、トレーニングセンタ

ー等耐震改修工事実施設計業務委託料１,４

３２万２,０００円につきましては、施設の

耐震改修に向けて、新年度は実施設計を進

めてまいります。 

 教育備品２０２万９,０００円につきまし

ては、トレーニング機器の更新や、競技時
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間を表示するデジタルタイマーなどの購入

費用になります。 

 次の２、屋外体育施設維持管理事業、修

繕料の８,０１３万３,０００円につきまし

ては、柏ヶ丘公園町営球場の夜間照明ＬＥ

Ｄ化に係る費用などになります。 

 ２１４、２１５ページになります。 

 ３目の学校給食センター費、１、学校給

食運営事業、７行目になります。 

 賄材料費７,０７８万７,０００円のう

ち、２７３万６,０００円につきましては、

美幌産の食材を使用した給食を提供するた

めの経費になります。 

 補助金、学校給食費補助金７１６万円に

つきましては、多子世帯への子育て支援策

といたしまして、第３子以降の給食費を無

償化するもので、継続事業となります。 

 次に、２１８、２１９ページをお開き願

います。 

 １１款公債費です。 

 予算額は９億７,３４５万７,０００円に

なります。 

 １項公債費、１目元金、１、町債元金償

還金は９億３,６０２万５,０００円を計上

してございます。 

 詳細につきましては、予算書の２３６ペ

ージに掲載しておりますので、後ほど御確

認をいただければと思います。 

 次に、２目の利子、１、町債利子償還金

は３,７０１万２,０００円を、２、一時借

入金利子は４２万円をそれぞれ予算計上し

ております。 

 次に、２２０ページ、２２１ページにな

ります。 

 １２款職員給与費、予算額は１９億３,４

１７万円の計上であります。 

 １項、１目職員給与費、１、職員給与支

給事務１３億９５８万５,０００円につきま

しては、特別職３名と一般職１６９名の給

料、諸手当、共済費等を計上しておりま

す。 

 予算書の２２４ページ以降に給与費明細

書を掲載しておりますので、後ほど御確認

をいただければと思います。 

 次に、２、会計年度任用職員給与支給事

務６億２,４５８万５,０００円につきまし

ては、フルタイム１１６名、パートタイム

２１６名の報酬、給料、諸手当、共済費等

を計上しております。 

 予算書の２４９ページ、２５０ページに

所属別の職員数を掲載しておりますので、

後ほど御確認をいただければと思います。 

 ２２２、２２３ページ、１３款予備費の

計上であります。 

 予算額は前年度と同額の１００万円であ

ります。 

 それでは、予算工事関係参考資料及び道

営土地改良事業の計画概要、美幌・津別広

域事務組合負担金の内訳につきまして、副

町長から御説明を申し上げます。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） それでは、主要

事業につきまして御説明をさせていただき

ます。 

 令和５年度各会計予算参考資料の６６ペ

ージをお開き願います。 

 ３、道営土地改良事業計画概要、１、水

利施設等保全高度化事業であります。 

 １段目の豊高第２地区であります。 

 区域は、豊岡、高野で、平成２９年度か

ら令和５年度までの継続事業で、事業内容

は面整備であります。 

 令和５年度は、区画整理２８.２ヘクター

ル、暗渠排水５.３ヘクタールを整備し、事

業費は１億６,７２０万円で事業完了予定で

ございます。 

 次に、２段目の田中第２地区でありま

す。 

 区域は、日並、田中、報徳、瑞治で、令

和元年度から令和８年度までの継続事業

で、事業内容は面整備であります。 

 令和５年度は、区画整理４２.１ヘクター

ル、暗渠排水１９.２ヘクタールを整備し、

事業費は１億５,６６０万円でございます。 
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 次に、３段目の中央美和地区でありま

す。 

 区域は、栄森、美和、昭野、美禽の一部

で、令和２年度から令和１０年度までの継

続事業で、事業内容は農業用用排水施設と

面整備であります。 

 令和５年度は農業用用排水施設６９８.６

メートル、区画整理６.３ヘクタールを整備

し、事業費は４億２,７１０万円でございま

す。 

 令和５年度の水利施設等保全高度化事業

の事業費は総額７億５,０９０万円となりま

す。 

 負担割合につきましては、国が５５％、

道が２８％、地元負担が１７％で、地元負

担のうち農家負担が７.５％、残り９.５％

を道のパワーアップ事業と町で４.７５％ず

つ負担をするもので、平成２７年度から農

業経営高度化促進事業による国の補助金を

活用することにより、道及び町の負担を一

部軽減し、町の負担総額は７億５,０９０万

円のうち約３.１５％の２,３７１万円を予

定しております。 

 次に、同じく参考資料の８６ページをお

開き願います。 

 ９、広域事務組合、美幌・津別広域事務

組合負担金内訳であります。 

 まず、津別町との負担割合でございます

が、総務の議会費、監査委員費、予備費は

美幌町と津別町５０％で、一般管理費は、

令和２年国勢調査の人口割により算出し、

美幌町８１.０４％、津別町１８.９６％

で、前年度と同じ負担割合となっておりま

す。 

 衛生の火葬場、経常費も同じく人口割で

算出し、美幌町８１ .０４％、津別町 

１８.９６％の負担割合であります。 

 消防につきましては、消防本部費及び通

信指令業務運営費は、人口、世帯、面積、

財政、団員割により算出し、美幌町 

７１.２９％、津別町２８.７１％で、前年

度より美幌町０.６％の減、津別町０.６％

の増となっております。 

 次に、通信指令施設管理費及び公債費の

通信指令機器移設事業は、美幌町と津別町

５０％で、前年度と同じ負担割合でありま

す。 

 また、公債費の消防庁舎改築工事事業に

つきましては、消防本部及び通信指令施設

の面積按分による負担割合となっておりま

す。 

 美幌消防費及び公債費の車両整備事業等

につきましては、美幌町１００％の負担で

ございます。 

 令和５年度広域事務組合の予算額は、下

段合計欄の５億１,９０６万８,０００円

で、負担割合に基づく美幌町の負担につき

ましては、４億６,１１４万６,０００円、

対前年度比で３.６％の減となっておりま

す。 

 組合の主な事業でございますが、火葬場

施設につきましては、火葬炉の耐火物及び

誘引排風機並びに火葬炉設備、動力盤更新

整備など、火葬炉の稼働に万全を期すとと

もに、ＦＦ式石油暖房機の分解、清掃、整

備など、施設環境の維持管理に努めてまい

ります。 

 消防関係につきましては、消火活動をは

じめ、特殊災害にも迅速に対応するため

に、空気呼吸器の拡声器つき面体及び化学

防護服を整備し、消防活動時の安全確保と

災害対応力の充実強化を図ってまいりま

す。 

 また、北海道消防学校の専科教育課程に

職員を派遣し、専門的な知識、技能の習得

を図るとともに、北見赤十字病院などで救

急救命士の生涯研修を継続し、高度な救命

処置の向上に取り組んでまいります。 

 消防団関係につきましては、北見分会１

市４町から８消防団が参加する連合消防演

習を美幌町で開催し、消防団の応援体制及

び連携強化を図り、大規模災害時の消防活

動に万全を期してまいります。 

 予算参考資料につきましては以上でござ
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います。 

 次に、予算工事関係参考資料について御

説明いたしますので、令和５年度予算工事

関係参考資料の２ページをお開き願いま

す。 

 町有財産管理事業でございます。 

 旧役場別館改修工事につきましては、網

走農業改良普及センター美幌支所の移転受

入れに向け、施設整備を行うもので、工事

内容は、外壁、内装の修繕及び１階の旧農

業委員会執務室に流し台を設置する給排水

設備の改修を行い、１階の一部を実験室、

２階を執務室として使用できるように整備

するものであります。 

 また、図書館側の石塀及び前庭の立ち木

を撤去して砂利敷設を行い、大型車両の搬

入や簡易洗浄を可能とするスペースを確保

するほか、北側に車両４台分の車庫と西側

に物置を設置するものであります。 

 なお、内装修繕及び流し台設置箇所につ

きましては３ページの図面を御参照願いま

す。 

 工事費は１,２１８万８,０００円を計上

しておりますが、整備に要した費用は、北

海道が分割により賃借料として負担いただ

く予定としております。 

 次に、４ページをお開き願います。 

 道路橋梁補修事業でございます。 

 図面番号①第１２０号道路稲美旭橋は、

稲美、西島様北側の美幌川と駒生川合流点

に架かる橋長３９.４メートルの橋梁であり

ます。 

 本事業は、橋梁長寿命化修繕計画に基づ

く橋梁補修事業で、床版、橋台のひび割れ

補修、支承部沓座のモルタル補修、伸縮装

置の部分補修を行い、令和５年度の完了を

予定しております。 

 工事費は２,５３４万円を計上しており、

財源は、国庫補助金として道路メンテナン

ス事業補助金、補助率１０分の６、補助残

は過疎対策事業債で、充当率１００％、う

ち後年度元利償還金の７０％が交付税措置

されるものを活用した整備を予定しており

ます。 

 続いて、５ページをお開き願います。 

 道路整備事業でございます。 

 図面中央右側の図面番号①第９号道路

は、三橋町１丁目、三星運輸株式会社様給

油所の北側からセイコーマート美幌稲美店

様向かい側までの西側歩道幅員３.５メート

ル、延長２９１メートルの歩道改良を予定

しております。 

 次に、図面中央の図面番号②第１０７号

道路は、しゃきっとプラザ駐車場入り口か

ら魚無川までの車道幅員５.５メートル、片

側歩道幅員２.０メートル、延長１１５メー

トルの改良舗装を予定しております。 

 次に、ただいま御説明の地図番号②の上

部、地図番号③第２１４号道路は、美幌消

防署から栄町２丁目、レジデンス宮田様ま

での車道幅員５.５メートル、延長１７２メ

ートルの舗装を予定しております。 

 最後に、図面上部の地図番号④第５３

２、５３３号道路は、報徳陽光台団地内、

日並様宅前から岡本様宅前の丁字交差点ま

で、車道幅員６.０メートル、歩道幅員両側

とも２.０メートル、延長１３１メートルの

改良舗装と丁字交差点を左折し、山田様宅

前まで車道幅員５.５メートル、歩道幅員両

側とも１.２５メートル、延長６０メートル

の改良舗装を予定しております。 

 ただいま御説明いたしました４本の道路

整備事業の工事費につきましては、１億３,

５００万円を計上しており、いずれも過疎

対策事業債、充当率１００％、うち後年度

元利償還金の７０％が交付税措置されるも

のを活用した整備を予定しております。 

 続いて、６ページをお開き願います。 

 道路改築事業であります。 

 図面番号①第１１２号道路は、令和４年

度から２か年計画で総延長２１２.６メート

ルの改良舗装工事を実施しており、令和５

年度は、新町３丁目、みうら塗装様から新

町道営住宅に向かい、車道幅員８.０メート
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ル、歩道幅員両側とも２.５メートル、延長

９９.１メートルの改良舗装を行い、事業完

了の予定でございます。 

 工事費は５,０００万円を計上しており、

財源内訳は、国庫補助金として社会資本整

備総合交付金、補助率１０分の６、補助残

は過疎対策事業債、充当率１００％、うち

後年度元利償還金の７０％が交付税措置さ

れるものを活用した整備を予定しておりま

す。 

 続いて、７ページをお開き願います。 

 河川維持管理事業であります。 

 図面上部にあります地図番号①黒瀬川で

あります。 

 報徳、峯様圃場脇の河川しゅんせつ、延

長１３０メートルを予定しております。 

 次に、図面中央部、地図番号②駒生川で

ございます。 

 駒生、藤本農園様入り口から上流に向か

って延長５００メートルの河川しゅんせつ

を予定しております。 

 次に、図面下部にあります図面番号③に

つきましては、豊幌川の吉田様圃場と川原

様圃場に近接する沈砂池２か所、あやめ沢

川の石川様圃場と高橋様圃場に近接する沈

砂池２か所、旭沢川、大西様圃場に近接す

る沈砂池１か所の合計５か所の沈砂池しゅ

んせつを予定しております。 

 工事費は４,５００万円を計上しており、

財源内訳は緊急浚渫推進事業債、充当率 

１００％、うち後年度元利償還金の７０％

が交付税措置されるものを活用した整備を

予定しております。 

 以上、主要事業につきまして御説明申し

上げました。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、続

いて、一般会計予算の歳入について御説明

をいたします。 

 各会計予算書の２４、２５ページをお開

きいただきたいと思います。 

 ２、歳入でございます。 

 １款町税につきましては、前年度から８,

６６８万円の増、総額で２２億６,７５４万

円を計上してございます。 

 １項町民税、１目個人町民税は、給与所

得の上振れを見込みまして５,８２９万８,

０００円の増、９億３６８万３,０００円を

計上しています。 

 ２目の法人町民税は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、建設業、卸売・小

売業の均等割及び税割の減少を見込み、１,

０２４万５,０００円の減、１億８７１万

６,０００円を計上しています。 

 ２項、１目固定資産税につきましては、

主に非木造家屋の増加により２,０５０万

４,０００円の増、８億８,９００万円の計

上になります。 

 下段の４項、１目町たばこ税につきまし

ては、販売数量の増加に伴い、１,０８０万

９,０００円の増、１億７,０６３万８,００

０円を計上いたします。 

 次に、２６、２７ページ、２款地方譲与

税であります。 

 予算計上額は総額で１億８,３１９万６,

０００円になります。 

 １項の地方揮発油譲与税はガソリンに対

して課される税で、地方揮発油税の４２％

が市町村に交付されますが、３,７４８万

５,０００円を見込んでございます。 

 ２項の自動車重量譲与税は、自動車重量

税の一部が道路延長及び面積に基づいて譲

与されるもので、１億３３０万５,０００円

を見込んでおります。 

 ４項の森林環境譲与税は、地球温暖化と

山地災害を防止するため、市町村が実施す

る森林整備事業に対して譲与されるもの

で、４,２２０万４,０００円を計上してい

ます。 

 次に、２８、２９ページになります。 

 ３款の利子割交付金につきましては、預

貯金の利子等に課税される道民税利子割の

一部が市町村に交付されるもので、７８万
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１,０００円を計上いたします。 

 次に、３０ページ、３１ページ、４款の

配当割交付金につきましては、個人に係る

株式の配当の一部が市町村へ交付されるも

ので、１,２９７万２,０００円を計上して

おります。 

 続いて、３２、３３ページになります。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金につきまし

ては、所得税において源泉徴収を選択した

特定口座における株式等の譲渡所得に対

し、その一部が交付されるもので、予算計

上額は９７８万２,０００円でございます。 

 続いて、３４、３５ページ、６款法人事

業税交付金になります。 

 こちらにつきましては、令和元年１０月

の消費税率引上げに伴い、地域間の税源の

偏在性を是正するため、北海道に納付され

た法人事業税の一部が市町村に交付される

もので、予算計上額は２,６０１万１,００

０円になります。 

 続いて、３６、３７ページ、７款地方消

費税交付金であります。 

 こちらは、地方財政計画における交付金

の増額を勘案し、前年度から約２,０００万

円の増額となる５億４,４６２万７,０００

円を計上しております。 

 内容でありますが、消費税につきまして

は、地方消費税と合わせた税率が平成２６

年４月に５％から８％へ引上げとなり、そ

の後、令和元年１０月には現行の１０％へ

引上げになってございますが、引上げ分の

地方消費税交付金につきましては、その全

額を社会保障経費へ充てることになってお

ります。 

 予算書参考資料の８７ページにその使途

を明示しておりますので、後ほど御確認を

いただければと思います。 

 次に、３８、３９ページ、８款自動車取

得税交付金になります。 

 こちらは、過年度分の交付を想定した科

目設定になります。 

 ４０ページ、４１ページ、９款環境性能

割交付金につきましては、令和元年１０月

の消費税率１０％の引上げに伴い、自動車

取得税が廃止され、新たに創設された交付

金になりますが、新年度は９７３万８,００

０円を見込んでございます。 

 次に、４２、４３ページ、１０款国有提

供施設等所在市町村助成交付金につきまし

ては、自衛隊の基地が所在する市町村に対

して交付されるもので、新年度は３０万円

の計上になります。 

 続いて、４４、４５ページ、１１款、１

項の地方特例交付金につきましては、個人

住民税における住宅借入金特別控除につき

まして、市町村の減収分を補塡するために

交付されるもので、７１２万８,０００円を

見込んでございます。 

 ２項の新型コロナウイルス感染症対策地

方税減収補塡特別交付金は、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けながらも新たに

設備投資する中小事業者に対し、償却資産

と事業用家屋に係る固定資産税を軽減する

ことで生じる市町村の減収分を補塡するた

め、交付されるもので、予算計上額は２０

２万６,０００円を見込んでございます。 

 次に、４６、４７ページになります。 

 １２款地方交付税につきましては、４２

億円の交付を見込んでおります。 

 地方交付税につきましては、地方公共団

体が全国ひとしく行政サービスを提供でき

るよう、財源調整及び財源保障の観点か

ら、一定のルールに基づき国から交付され

る財源になります。 

 令和５年度の地方財政計画におきまして

は、交付税の原資となる国税４税のうち、

所得税を除く３税の増加が見込まれるとと

もに、地方法人税及び前年度繰越金の加算

が行われたことにより、出口ベースにおい

ては前年度を１.７％上回る総額が確保され

ているところであります。 

 このため、美幌町に交付される地方交付

税につきましては、前年度から１億３,００

０万円の増額、４２億円を見込み、計上し
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たところでございます。 

 次に、４８、４９ページ、１３款の交通

安全対策特別交付金になります。 

 こちらは、交通違反の反則金から事務費

を除いた額が、交通事故の発生件数や道路

延長などに基づき市町村に交付されるもの

で、新年度は１９３万５,０００円を見込ん

でございます。 

 ５０ページ、５１ページになります。 

 １４款分担金及び負担金でありますが、

予算計上額は８,９３７万９,０００円にな

ります。 

 １項の分担金は、道営土地改良事業など

の分担金でございますが、事業量が減少す

ることに伴い、前年度から３１２万２,００

０円の減額計上となります。 

 ２項の負担金につきましては、保育園

児、発達支援児童数の減少に伴いまして、

前年度から４１５万９,０００円の減額計上

となります。 

 次に、５２、５３ページ、１５款使用料

及び手数料になります。 

 予算計上額は総額で２億７,１８６万５,

０００円でございます。 

 主な増減理由といたしまして、１項使用

料、５目土木使用料、４節の住宅使用料に

つきましては、入居者の減少に伴う町営住

宅使用料の減額を見込んでございます。 

 次に、５４、５５ページ、２項の手数

料、２目衛生手数料、２節の清掃手数料に

つきましては、直接搬入ごみの増加に伴う

ごみ処理手数料の増額を見込んでおりま

す。 

 次に、５６、５７ページ、１６款国庫支

出金であります。 

 国の制度や事業の実施に伴う負担金、補

助金及び委託金になりますが、新年度は総

額で８億９,１２９万３,０００円を見込ん

で予算計上してございます。 

 主な内容でありますが、２項国庫補助

金、３目の衛生費国庫補助金、１節の保健

衛生費補助金のうち、説明欄の４行目、出

産・子育て応援交付金につきましては、妊

娠期から出産、子育てまで一貫した伴走型

相談支援と経済的支援を目的とした補助金

で、事業費の３分の２、６０１万８,０００

円の交付を見込んでおります。 

 その下の二酸化炭素排出抑制対策事業費

等補助金は、再生可能エネルギー導入戦略

を策定する経費について、その４分の３、

７５０万円を見込んでの計上であります。 

 下段の７目教育費国庫補助金について

は、次の５８、５９ページになります。 

 ５節の保健体育費補助金４７７万４,００

０円につきましては、トレーニングセンタ

ー耐震改修工事に係る実施設計委託に対す

る社会資本整備総合交付金になります。 

 次に、６０ページ、６１ページ、１７款

道支出金になります。 

 北海道の制度や事業の実施に伴う負担

金、補助金及び委託金を計上するもので、

予算総額は８億５,８１４万８,０００円に

なります。 

 ２項道補助金、下段の３目衛生費道補助

金、１節の保健衛生費補助金のうち、説明

欄の一番下になります出産・子育て応援交

付金については、国庫補助金と同様に、妊

娠期から出産、子育てまで一貫した支援を

目的に交付される補助金で、事業費の６分

の１、１５０万４,０００円が交付される見

通しでございます。 

 次に、６２、６３ページになります。 

 中段の３項委託金、１目の総務費委託

金、３節選挙費委託金６７０万６,０００円

につきましては、４月９日に執行される北

海道知事、北海道議会議員の選挙費委託金

を計上しております。 

 続いて、６６、６７ページになります。 

 １８款財産収入であります。 

 総額で３,１８６万１,０００円の計上に

なります。 

 ２項財産売払収入、１目不動産売払収入

は、学校林と一般林の売払い代を計上して

ございます。 
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 ３目の生産品売払収入は、みらい農業セ

ンターで生産される農産物の売払い代とし

て８００万円を見込んでの計上でありま

す。 

 次に、６８、６９ページになります。 

 １９款寄附金につきましては、前年度か

ら２億４,７３２万１,０００円の増額、総

額で４億６００万７,０００円を計上してご

ざいます。 

 １項の寄附金、１目一般寄附金、ふるさ

と寄附金につきましては、本年１月末現在

の寄附総額が約３億８,０００万円と好調な

ことから、新年度は４億円を見込んでの計

上になります。 

 次に、７０ページ、７１ページになりま

す。 

 ２０款繰入金であります。 

 各事業費の財源に充てるため、目的に沿

った基金からの繰入れを行うもので、総額

は８億９,９３０万８,０００円になりま

す。 

 主な繰入れといたしまして、１目財政調

整基金繰入金は、予算編成におきまして収

支不足が生じましたので、その財源として

３億２,２３３万８,０００円を繰入れいた

します。 

 ２目減債基金繰入金は、公債費の償還に

充てるため、積立てしておりました減債基

金から１億５,０００万円を繰入れいたしま

す。 

 ３目公共施設整備基金繰入金は、道路及

び公園の整備をはじめ、ごみ処分場などの

公共施設の整備に充てる財源として１億５,

４０５万２,０００円を繰入れいたします。 

 ６目のふるさとづくり基金繰入金は、移

住促進、観光イベント推進、農業や文化の

振興など、寄附の趣旨に沿った繰入れを行

うもので、各事業費の財源に充てるため、

１億４,７９０万円を繰入れいたします。 

 次に、７２、７３ページ、２１款繰越金

であります。 

 こちらは、令和４年度の繰越金として１,

０００万円を見込んでの計上になります。 

 次に、７４、７５ページ、２２款諸収入

であります。 

 歳入の各費目に該当しない収入を予算計

上するもので、前年度と大きな変更はござ

いません。総額で４億５,７３８万４,００

０円の計上になります。 

 ８０ページ、８１ページになります。 

 ２３款町債につきましては、７億７９８

万７,０００円の計上になります。 

 詳細につきましては、第３表、地方債に

おいて御説明をしておりますので、説明は

省略させていただきます。 

 歳入は以上になります。 

 以上、議案第１３号令和５年度美幌町一

般会計予算につきまして御説明を申し上げ

ました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩をしま

す。 

 再開は、１４時１０分といたします。 

午後１時５９分 休憩 

─────────────────── 

午後２時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 議案書の

１８５ページになります。 

 議案第１４号令和５年度美幌町国民健康

保険特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 予算書につきましては、２８５ページを

お開き願います。 

 令和５年度美幌町の国民健康保険特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ２６億７,７５７万９,０００円

と定める。 
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 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、３０

６、３０７ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項、１目一般管理費７,５

２１万円の主なものといたしましては、国

保事業の運営に要する職員９名分の人件費

及び会計年度任用職員１名の報酬と電算シ

ステムに要する費用及び一般事務に要する

経費でございます。 

 ２目連合会負担金５１４万６,０００円に

つきましては、北海道国民健康保険団体連

合会に対する各種負担金に係る経費でござ

います。 

 ３０８、３０９ページをお開き願いま

す。 

 ２項徴税費２２１万７,０００円につきま

しては、国民健康保険税の賦課徴収に係る

経費でございます。 

 ３項運営協議会費１２万９,０００円につ

きましては、国民健康保険運営協議会の委

員９名の報酬でございます。 

 ４項趣旨普及費６０万１,０００円につき

ましては、消耗品費５８万円につきまして

は国民健康保険制度等の普及啓蒙のための

パンフレットでございます。 

 ３１０、３１１ページをお開き願いま

す。 

 ２款保険給付費でありますが、１項の療

養諸費１５億３,０１６万９,０００円、中

段の２項高額療養費２億５,２４１万５,０

００円につきましては、それぞれ過去の受

診件数、療養給付費等の実績を推計すると

ともに、医療の高度化が進んでいること

や、コロナ禍による受診控えの回復なども

勘案の上、計上してございます。 

 ３項移送費１５万円につきましては、移

動が困難な被保険者が、医師の指示によ

り、緊急的な必要性がある場合に移送に要

する経費でございます。 

 ３１２、３１３ページをお開き願いま

す。 

 ４項出産育児諸費１,０００万５,０００

円につきましては、出産育児一時金１,００

０万円については過去の実績などから２０

名分を見込み、１人当たりの額につきまし

ては令和５年度より８万円増額の５０万円

として計上してございます。 

 ５項葬祭諸費１０５万円につきまして

は、被保険者の死亡に伴い、その葬祭を行

った者に３万円を支給する経費として、過

去の実績により３５名分の葬祭費を見込ん

でございます。 

 ６項傷病手当金６６万７,０００円につき

ましては、国保加入の被用者が新型コロナ

ウイルス感染症に感染等をした場合で、仕

事を欠勤することを余儀なくされるなど、

給与等を受けることができなくなったとき

に支給する経費として、前年同額を計上し

てございます。 

 ３１４、３１５ページをお開き願いま

す。 

 ３款国民健康保険事業費納付金につきま

しては、本町の医療費及び所得水準に基づ

き、北海道から示された納付金合計７億５,

７３４万９,０００円を計上してございま

す。 

 ３１６、３１７ページをお開き願いま

す。 

 ４款保健事業費、１項、１目保健衛生普

及費１,２４０万６,０００円につきまして

は、生活習慣病予防や健康増進などの健康

づくりに関する教室や講習会の開催及びが

ん検診、個別予防接種等に係る経費でござ

います。 

 ２項特定健康診査等事業費２,０９６万

８,０００円につきましては、医療費増大の

要因の一つでございますメタボリックシン

ドロームを予防し、生活習慣病の重症化を

防ぐことを目的に、４０歳から７４歳を対

象に生活改善を指導するための健康診査、

保健指導に係る経費でございます。 

 ３２０、３２１ページをお開き願いま
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す。 

 ５款基金積立金につきましては、国民健

康保険基金への積立てに要する経費で積立

利息分を計上してございます。 

 ３２２ページ以降の６款諸支出金、７款

予備費につきましては、前年度と変更はご

ざいません。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、２

９２、２９３ページにお戻り願います。 

 ２、歳入。 

 １款国民健康保険税は、総額４億９,３２

８万８,０００円でございますが、前年度と

比べ、被保険者数、世帯数の減に伴う均等

割、平等割が幾分減額となってございます

が、令和４年度における保険税の決算見込

額からそれぞれの所得割の伸び率等を勘案

の上、前年度当初の予算からは営業所得及

び農業所得などの増額を見込みまして、前

年度対比２,７３６万７,０００円の増額と

なってございます。 

 ２９４、２９５ページをお開き願いま

す。 

 ２款国庫支出金１０万円は、令和５年度

からの出産育児一時金の引上げ分につい

て、新たに１件当たり５,０００円が補助さ

れるもので、歳出で見込んでおります２０

件分に対する額を計上してございます。 

 ２９６、２９７ページをお開き願いま

す。 

 ３款道支出金１８億５,３１６万９,００

０円は、北海道から交付される交付金で、

保険給付費に要する保険給付費等普通交付

金１７億９,３７８万９,０００円と予防健

康づくりに取り組む保険者に対する保険者

努力支援金及び特別調整交付金などの保険

給付費等特別交付金５,９３８万円を計上し

ております。 

 ２９８、２９９ページになります。 

 ４款財産収入８万６,０００円は、国民健

康保険基金の利子でございます。 

 ３００、３０１ページになります。 

 ５款繰入金、１項他会計繰入金２億２,８

８５万５,０００円につきましては、低所得

者の保険料軽減分の公費負担分などとして

の保険基盤安定繰入金をはじめ、未就学児

に係る均等割額軽減分の公費負担分や、職

員給与費等、出産育児一時金などに対する

一般会計からの繰入金を計上してございま

す。 

 ２項基金繰入金９,９００万１,０００円

につきましては、国民健康保険事業費納付

金等の支払いのための財源不足を補塡する

ため、国民健康保険基金より繰り入れるも

のでございます。 

 なお、この繰入れの結果、令和５年度末

の基金残高につきましては、４,４６０万

８,０００円の見込みでございます。 

 ３０２ページ以降の６款繰越金、７款諸

収入につきましては、前年度と大きな変更

はございません。 

 国民健康保険特別会計につきましては以

上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、続きまして、議案書の１８６

ページになります。 

 議案第１５号令和５年度美幌町後期高齢

者医療特別会計予算について御説明申し上

げます。 

 予算書につきましては、３３５ページを

お開き願います。 

 令和５年度美幌町の後期高齢者医療特別

会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ３億６,９６１万１,０００円と

定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、３５

０、３５１ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費１,１２５万

１,０００円の主なものにつきましては、職

員１名分の人件費と後期高齢電算システム
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に要する費用及び保険証の交付等、町が実

施する事務に要する経費でございます。 

 その下、２項徴収費３７万８,０００円に

つきましては、保険料の徴収に係る経費で

ございます。 

 ３５２、３５３ページをお開き願いま

す。 

 ２款、１項後期高齢者医療広域連合納付

金３億５,７６７万２,０００円につきまし

ては、広域連合へ事務費分と保険料分につ

いて負担するものでございますが、被保険

者数の増により、前年度対比１,５５９万

３,０００円の増となってございます。 

 ３５４ページ以降の３款諸支出金、４款

予備費につきましては、前年度と変更はご

ざいません。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、 

３４２、３４３ページにお戻り願います。 

 ２、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料２億５,９６０

万５,０００円につきましては、被保険者及

び所得割賦課対象者の増に伴い、前年度対

比１,５３２万４,０００円の増額を見込ん

でございます。 

 ３４４、３４５ページになります。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目

事務費繰入金２,２８６万５,０００円につ

きましては、広域連合への事務費負担金と

職員１名分の人件費及び事務費の繰入金で

ございます。 

 その下の２目保険基盤安定繰入金８,６８

３万７,０００円につきましては、保険料の

低所得者に対する政令本則の軽減分につい

ての繰入金でございます。 

 ３４６ページ以降の３款繰越金、４款諸

収入につきましては、前年度と変更はござ

いません。 

 後期高齢者医療特別会計は以上でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の１８７

ページになります。 

 議案第１６号令和５年度美幌町介護保険

特別会計予算について御説明を申し上げま

す。 

 予算書３６５ページをお開き願います。 

 令和５年度美幌町の介護保険特別会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ２２億５,０１２万３,０００円

と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、３９

０、３９１ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費３,２２１万

４,０００円につきましては、職員４名分の

人件費と電算システム経費でございます。 

 その下、２項徴収費４３万３,０００円に

つきましては、介護保険料の賦課徴収に係

る消耗品、印刷費、口座振替手数料等の事

務経費でございます。 

 下段の３項介護認定審査会費１,７７４万

６,０００円は、１目介護認定審査会費で、

介護認定審査会の運営に係る経費６１０万

１,０００円と、次のページ、３９２、３９

３ページの２目認定調査費において、介護

認定調査費に係る報酬及び訪問調査委託料

の経費１,１６４万５,０００円を計上して

ございます。 

 ３９４、３９５ページをお開き願いま

す。 

 ２款保険給付費、１項、１目居宅介護サ

ービス給付費１１億１,２００万７,０００

円につきましては、訪問介護、訪問看護、

通所介護、ショートステイのほか、本年町

内に開設する小規模多機能型居宅介護に係

る経費を、その下、２目施設介護サービス

給付費７億５,９６４万５,０００円につき

ましては、特別養護老人ホーム、介護老人

保健施設、介護医療院への入所に係る経費

を、その下、２項介護予防サービス等諸費
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６,７９７万５,０００円につきましては、

要支援１から２の軽度認定者が利用する居

宅介護予防サービスに係る経費をそれぞれ

介護保険事業計画に基づき計上してござい

ます。 

 一番下の３項高額介護サービス等費４,８

８１万８,０００円につきましては、自己負

担の合計額が一定の額を超えた場合に超え

た分を払い戻す制度で、実績勘案し、前年

度より１０９万８,０００円の増額となって

ございます。 

 ３９６、３９７ページをお開きくださ

い。 

 ４項高額医療合算介護サービス等費６４

７万９,０００円につきましても、実績見込

みにより、前年度比で１４万６,０００円の

増額となってございます。 

 その下、５項特定入所者介護サービス等

費７,６８０万円につきましては、低所得者

の利用者に対する施設サービス利用等に係

る保険給付対象外の食費、居住費に対し

て、施設の設定金額と所得段階ごとに設け

られた負担限度額との差額を給付する制度

で、実績見込みにより、前年度より４８０

万円の増額になってございます。 

 ６項その他諸費１８７万１,０００円は、

国保連に委託しているレセプト審査、介護

報酬支払業務に係る手数料でございます。 

 ３９８、３９９ページをお開き願いま

す。 

 ３款地域支援事業費、１項、１目介護予

防・生活支援サービス事業費６,７５３万

４,０００円につきましては、要支援１、２

及び事業対象者が利用する訪問介護、通所

介護、介護予防ケアマネジメント等の費用

でございます。 

 ２目一般介護予防事業費２０１万５,００

０円は、生活習慣病の予防や介護予防、そ

の他、健康づくりの推進に係る経費でござ

います。 

 ２項包括的支援事業費・任意事業費、１

目包括的支援事業費３,４５８万７,０００

円の主なものは、地域包括支援センター運

営事業経費３,３１６万９,０００円と生活

支援体制整備事業経費５３万４,０００円

と、次のページ、４００、４０１ページの

認知症施策推進事業経費８８万４,０００円

でございます。 

 ２目任意事業費２,１５４万４,０００円

につきましては、認知症高齢者の見守り事

業、高齢者への紙おむつ支給、成年後見制

度利用支援、在宅高齢者配食事業、シルバ

ーハウジング事業等の費用のほか、ケアプ

ラン点検業務委託料に係る経費を計上して

ございます。 

 ４０２ページ以降の４款基金積立金、５

款諸支出金、６款予備費につきましては、

大きな変更はございません。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、 

３７２、３７３ページをお開き願います。 

 ２、歳入。 

 １款保険料、１項介護保険料３億８,８２

２万５,０００円につきましては、令和３年

度から令和５年度までの第８期介護保険事

業計画に基づいて、３年間の介護保険事業

量を見込み、それに伴う第１号被保険者の

保険料２３％分として計上してございま

す。 

 ３７４、３７５ページをお開き願いま

す。 

 ２款分担金及び負担金、１項負担金、１

目認定審査会負担金３０３万３,０００円

は、美幌地域３町介護認定審査会の経費を

高齢者人口及び審査件数等により、津別町

２３.５２％、大空町２６.８９％、美幌町

４９.５９％に案分した額での負担金でござ

います。 

 ３７６、３７７ページをお開き願いま

す。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金３億７,

６７３万８,０００円につきましては、居宅

介護サービス費２０％、施設介護サービス

費１５％の介護給付費に係る国庫負担分で
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ございます。 

 その下、２項国庫補助金、１目調整交付

金につきましては、高齢者の割合と所得水

準の格差を調整するための交付金で、給付

費総額の７.１９％である１億４,９０９万

１,０００円を見込んでおります。 

 ２目地域支援事業交付金２,４３１万４,

０００円につきましては、介護予防・日常

生活支援総合事業に係る対象事業費の 

２５％、包括的支援事業・任意事業に係る

対象事業費の３８.５％がそれぞれ交付され

るものでございます。 

 ３目保険者機能強化推進交付金２００万

円、及び、その下、４目介護保険保険者努

力支援交付金２００万円につきましては、

高齢者の自立支援、重度化防止に対する取

組の支援として、それぞれ平成３０年度及

び令和２年度に創設された制度で、取組の

評価指標により算出された点数により交付

されるものでございます。 

 ３７８、３７９ページをお開き願いま

す。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付

金５億７,２８７万４,０００円につきまし

ては、介護給付費と地域支援事業に係る支

払基金で負担する２７％分の交付金でござ

います。 

 ３８０、３８１ページをお開き願いま

す。 

 ５款道支出金、１項道負担金２億９,７１

８万３,０００円につきましては、居宅介護

サービス費１２.５％、施設介護サービス費

１７.５％の北海道の負担分でございます。 

 ２項道補助金、１目地域支援事業交付金

１,２１５万７,０００円につきましては、

介護予防・日常生活支援総合事業に係る対

象事業費の１２.５％、包括的支援事業・任

意事業に係る対象事業費の１９.２５％が交

付されるものでございます。 

 ３８２、３８３ページをお開き願いま

す。 

 ６款財産収入４万４,０００円は、介護保

険基金の利子でございます。 

 ３８４、３８５ページをお開き願いま

す。 

 ７款繰入金、１項、１目介護給付費繰入

金２億５,９２０万円につきましては、介護

給付費に対する１２.５％の町負担分、その

下、２目地域支援事業繰入金、１節介護予

防・日常生活支援総合事業繰入金２,７３９

万２,０００円は、介護予防事業経費に係る

繰入れ、２節包括的支援事業・任意事業繰

入金３,０２８万４,０００円は、相談事業

や認知症高齢者見守り、成年後見利用支援

等の経費に係る繰入れ、３目低所得者保険

料軽減繰入金２,９９６万８,０００円は、

第１号被保険者の第１段階から第３段階の

軽減分について、一般会計で収入される２

分の１の国負担金と４分の１の北海道負担

金に町負担分４分の１を加えたもの、４目

その他一般会計繰入金４,７３３万８,００

０円につきましては、職員４名分の人件費

及び事務費の繰入れでございます。 

 ２項基金繰入金２,８１３万１,０００円

つきましては、歳出の不足分を介護保険基

金から繰入れするものでございます。 

 なお、令和５年度末基金残高は３,９８１

万８,０００円の見込みでございます。 

 ３８６ページ以降につきましては、前年

度と大きな変更はございません。 

 以上、令和５年度美幌町介護保険特別会

計予算について御説明いたしました。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 続きまして、

議案の１８８ページでございます。 

 議案第１７号令和５年度美幌町水道事業

会計予算について御説明いたします。 

 別冊の予算書４１７ページをお開き願い

ます。 

 第１条、令和５年度美幌町の水道事業会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条の業務の予定量は、給水戸数を８,

４６１戸、年間総給水量を１８２万９,００
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０立米、１日平均給水量を５,０１０立米と

し、主要な建設事業をそれぞれ記載のとお

り定めるもので、詳細は後ほど資本的収入

及び支出で御説明申し上げます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、水道事業収益の総額を５億２９７万１,

０００円、水道事業費用の総額を４億９,７

８２万円と定めるものであります。 

 次に、４１８、４１９ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を５億６,６２０万

８,０００円に、資本的支出の総額を８億

２,６１２万２,０００円とし、資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額２億５,

９９１万４,０００円は、過年度分損益勘定

留保資金で補塡するものであります。 

 第５条の債務負担行為につきましては、

日並浄水場ろ過設備更新工事、限度額を１

億５,３００万円とするものであります。 

 期間は、記載のとおりであります。 

 施設の老朽化が進んでいる急速ろ過設備

の更新工事で、今年度と来年度の２か年で

実施しようとするものであります。 

 次のページ、第６条の企業債につきまし

ては、水道施設整備事業、限度額１億７,２

００万円、以下、三つの事業につきまし

て、限度額をそれぞれ記載のとおり定めま

して、いずれも起債の充当率は１００％

で、起債の方法、利率、償還の方法は記載

のとおりであります。 

 事業の内容につきましては、後ほど資本

的支出及び工事参考資料で御説明申し上げ

ます。 

 第７条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を１億円と定めるものであります。 

 第８条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

を５,５１３万４,０００円と定めるもので

あります。 

 第９条のたな卸資産購入限度額は、３,２

７１万４,０００円と定めるものでありま

す。 

 次に、４２０、４２１ページをお開き願

います。 

 収益的収入でございます。 

 １款、１項、１目給水収益４億５８３万

４,０００円は、令和４年度の決算見込みを

踏まえ、減額の計上となっております。 

 その下、４目その他の営業収益の５節雑

収益の中の下水道使用料賦課徴収受託料２,

２１５万２,０００円は、下水道使用料の賦

課徴収業務費用を公共下水道事業会計から

受けるもので、下水道使用料調定件数割合

で求めた４８.４２％で算出したものであり

ます。 

 ２項営業外収益の中の２目長期前受金戻

入５,８６４万１,０００円は、固定資産の

取得、改良に交付された補助金等を収益化

した額を計上しております。 

 その下、３目、３節その他雑収益の中の

下水道排水施設業務負担金５１９万９,００

０円は、下水道の排水設備の新設や改造等

の受付と検定に伴う経費を公共下水道事業

会計から受けるもので、施設担当職員の人

件費２０％と、排水台帳管理システム負担

金で算出したものであります。 

 次に、４２２、４２３ページをお開き願

います。 

 収益的支出でございます。 

 １款、１項、１目原水及び浄水費９,１３

３万７,０００円は、水源地及び浄水場に係

る維持管理経費を計上しております。 

 中段の１６節委託料の日並浄水場運転管

理等業務委託料４,４２２万円は、平成２６

年度から委託しております管理委託業務

で、令和４年度から令和６年度まで３か年

の長期継続契約により委託をしてございま

す。 

 ２４節薬品費１,７０４万５,０００円

は、凝集剤のポリ塩化アルミニウムや次亜

塩素酸ナトリウムなどの水処理薬品費用を

計上しておりますが、単価アップにより増

額となっております。 
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 次に、４２４、４２５ページをお開き願

います。 

 ２目配水及び給水費８,８８４万１,００

０円は、職員２名の人件費と、田中配水池

と７か所の加圧ポンプ所及び配水管路の維

持管理経費を計上しております。 

 １６節委託料の上から６行目、田中配水

池支障木伐採業務委託料３７５万９,０００

円は、田中配水池の維持管理上、支障とな

る立木４５本を伐採するために必要な委託

料でございます。 

 １９節修繕費１,４７５万４,０００円

は、配水及び給水施設の修繕に係る費用

で、配水管漏水に係る費用や、各ポンプ所

の加圧ポンプ修繕などを見込んでおりま

す。 

 ２５節材料費の量水器取替用材料費２,４

８３万４,０００円は、量水器取替え１,４

３０個分を計上しております。 

 次に、４２６、４２７ページをお開き願

います。 

 ３目業務費４,０３７万８,０００円は、

水道料金の賦課徴収等に関わる営業担当職

員４名分と会計年度任用職員１名分の人件

費、検針の経費、電算事務経費などを計上

しております。職員の人事異動により、人

件費が前年度より減となっておりますが、

その他は特に大きな変更はございません。 

 次に、４２８、４２９ページをお開き願

います。 

 ４目総係費１,６６２万７,０００円は、

上下水道課長の人件費と事務経費を計上し

ております。 

 下段、５目減価償却費及び６目資産減耗

費については、それぞれ所要額を計上して

おります。 

 次に、４３０、４３１ページをお開き願

います。 

 ２項営業外費用、１目支払利息及び企業

債取扱諸費は、企業債償還利息１,６７５万

３,０００円を含む利息額を計上しておりま

す。 

 ２目消費税、支払消費税につきまして

は、今年度還付予定で、科目設定のため１,

０００円を計上しております。 

 ３目雑支出、過年度還付金として２０万

円、３項予備費として５万円を計上してお

ります。 

 次に、４３２、４３３ページをお開き願

います。 

 資本的収入でございます。 

 １款、１項、１目企業債４億４,８７０万

円は、第６条、企業債で御説明させていた

だきました。工事内容につきましては、後

ほど工事参考資料で説明させていただきま

す。 

 その下、２項、１目国庫補助金５,９１０

万８,０００円は、日並浄水場耐震補強工

事、補助率４分の１と、日並浄水場から田

中配水池までの基幹管路更新工事、補助率

３分の１、国の生活基盤施設耐震化等交付

金を活用して実施しようとするものであり

ます。 

 その下、３項、１目工事負担金２,５００

万円は、一般国道３９号端野高野道路整備

に伴い、移転が必要となる高野第一加圧ポ

ンプ所の移設のための実施設計に係る費用

を国から負担金として受け入れるものでご

ざいます。 

 その下、４項、１目出資金、一般会計出

資金３,３４０万円は、日並浄水場耐震補強

工事と日並浄水場から田中配水池までの基

幹管路更新工事について、補助金などを差

し引いた残りの額の４分の１を総務省通知

の繰出し基準に基づき一般会計から受け入

れるものであります。 

 次に、４３４、４３５ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １款、１項、１目浄水配水設備費５億７,

６８３万円は、施設担当職員１名分の人件

費を含む水道管路整備及び水道施設整備に

係る経費を計上しているものであります。 

 このページの中ほど、１６節委託料、水
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道施設整備事業高野第一加圧ポンプ所移設

実施設計委託料２,５００万円につきまして

は、先ほど御説明いたしました高野第一加

圧ポンプ所の移設に係る実施設計委託料

で、令和６年度から令和８年度にかけて移

設工事を行うために、今年度実施設計を行

うものでございます。 

 その下、３８節工事請負費５億４,１３０

万円につきましては、後ほど工事関係資料

で御説明を申し上げます。 

 その下、２目業務設備費のうち、１節量

水器費等４０３万５,０００円は、新規申込

みに係る量水器等の経費を計上しておりま

す。 

 その下、３目資産購入費、５節の工具器

具及び備品１８１万５,０００円は、老朽化

による水質反応試験のための試水凝集反応

装置ジャーテスター１台の更新及び水道管

漏水調査に必要な超音波流量計１台の購入

費用を計上し、７節のリース資産１６０万

８,０００円は、債務負担行為で購入してい

る管路管理システムと長期継続契約で購入

している土木積算システムを計上しており

ます。 

 その下、２項、１目企業債償還金２億４,

１８３万４,０００円は、財務省、地方公共

団体金融機構、市中銀行から借り入れた企

業債の償還利息であります。 

 続きまして、工事関係参考資料について

御説明いたしますので、令和５年度予算工

事関係参考資料の８ページをお開き願いま

す。 

 水道施設整備事業（日並浄水場）でござ

います。 

 水道施設の故障は、水処理及び給水継続

に多大な影響を与えるため、定期点検や維

持管理で施設機能の延命を図りながら、耐

用年数を考慮し、計画的に施設更新を進め

るものでございます。また、地震等の災害

が発生した場合でも、住民生活に必要な水

を安定的に供給するため、水道施設の耐震

化事業を実施するものでございます。 

 図面番号①、左側、赤い枠で囲った箇所

になります。 

 薬品沈殿池Ｎｏ.２の耐震補強を予定して

おり、工事費は本体工事と附帯工事を合わ

せて６,５９０万円を予定しております。 

 工事概要は、薬品沈殿池内、池そのもの

の耐震補強を予定しており、壁面と床面に

コンクリートを増し厚し、耐震補強を行う

ものであります。 

 沈殿池は３池あり、浄水の水処理に影響

が出ないよう３か年計画で予定しており、

今年度は３年目、完了年となります。 

 この整備は、国の生活基盤施設耐震化等

交付金で行うもので、補助率は４分の１、

残りは企業債、出資債、一般財源でござい

ます。 

 図面番号②、上段中央、同じく赤い枠で

囲った箇所になります。 

 急速ろ過池Ｎｏ.１とＮｏ.２の機械設備

の更新で、工事概要は、昭和４８年に設置

した機械設備の更新工事であり、ハーデン

ジ、ろ過砂を洗浄する装置一式を更新する

ものであります。 

 Ｎｏ.１の工事につきましては、第５条、

債務負担行為で御説明しましたとおり、ろ

過装置の作製に数か月の期間が必要となる

ことから、今年度と来年度の２か年で更新

工事を行い、工事費は１億５,３００万円を

予定しております。 

 Ｎｏ.２の工事につきましては、令和４年

度債務負担行為により既に発注済みであ

り、工事費は１億５,０００万円、財源内訳

はＮｏ.１、Ｎｏ.２ともに企業債、充当率

は１００％でございます。 

 図面番号③、上段左側、小さく赤い枠で

囲った箇所になります。 

 管理棟水質試験室内にあります残留塩素

計計装設備を更新する工事です。 

 平成１０年に設置し、２５年が経過して

いるため、老朽化に伴い更新するもので、

工事費３００万円を予定しております。財

源内訳は企業債、充当率は１００％でござ
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います。 

 続きまして、参考資料の９ページを御覧

ください。 

 水道施設整備事業（ポンプ所・流量計

室）でございます。 

 図面番号①稲美加圧ポンプ所、②豊幌加

圧ポンプ所、③稲美流量計室は、遠隔監視

用通信装置を更新する工事で、ポンプ所、

流量計室の運転状況を監視するものであ

り、工事費１,９００万円を予定しておりま

す。財源内訳は企業債、充当率１００％で

ございます。 

 続きまして、参考資料の１０ページを御

覧ください。 

 水道管路整備事業でございます。 

 老朽化している水道管路につきまして

は、計画的な布設替えを実施することによ

り、水道管網を整備し、安定的な給水の継

続を図るものでございます。 

 図面番号①、右上の町道５５５号、地区

は田中、松村様宅前から寺崎様宅前までの

送水管布設替え工事で、継続事業４年目で

ございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径３００ミ

リ、延長１,３９０メートルの布設替えを行

い、耐震化を図るもので、工事費１億７,６

９０万円を予定しております。 

 この整備は、国の生活基盤施設耐震化等

交付金で行うもので、補助率は３分の１、

残りは企業債、出資債、一般財源でござい

ます。 

 図面番号②、町道５３３号、報徳陽光台

団地内、岡本様宅前から日並様宅までの南

北の路線で、道路整備に併せて配水管布設

替え工事を行うものでございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径７５ミ

リ、延長１３０メートルを布設替えするも

ので、工事費８００万円を予定しておりま

す。 

 図面番号③、町道４０２号、日の出１丁

目、猪本製作所様前から幸通交差点までの

東西の路線で、道路整備に併せて配水管布

設替え工事を行うものでございます。 

 管種はポリエチレン管、管径５０ミリ、

延長２４０メートルを布設替えするもの

で、工事費１,６００万円を予定しておりま

す。 

 図面番号④、町道９号、青山北、動物病

院前から国道２４０号交差点までの幸通の

南北の路線で、老朽化に伴う布設替工事を

行うものでございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径１００ミ

リ、延長２９０メートルを布設替えするも

ので、工事費２,０５０万円を予定しており

ます。 

 図面番号⑤、町道８号、三橋南、青山

北、東雲橋から国道２４０号交差点までの

東雲通の南北の路線で、道路整備に併せて

配水管の布設替えを行うものでございま

す。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径１００ミ

リ、延長４００メートルを布設替えするも

ので、工事費６,６００万円を予定しており

ます。 

 図面番号⑥、町道５０５、５０９号、新

町２丁目、かね久様から国道３９号交差

点、昭和電気様前までの東西の路線で、老

朽化した配水管の廃止に伴い、給水管の布

設替えを行うものでございます。 

 管種はポリエチレン管、管径２０ミリか

ら２５ミリ、延長９０メートルを布設替え

するもので、工事費８００万円を予定して

おります。 

 図面番号⑦、国道３９号、高野、安海様

宅付近、北海道開発局が整備する一般国道

３９号端野高野道路整備に伴い、支障とな

る水道管の移設工事を行うものでございま

す。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径７５ミ

リ、延長６０メートルを移設するもので、

工事費は仮設管に４００万円、本設管に４

００万円を予定しております。配水管の財

源内訳は企業債、充当率１００％でござい

ます。 
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 水道事業会計の説明は以上でございま

す。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩をしま

す。 

 再開は、１５時５分といたします。 

午後２時５５分 休憩 

─────────────────── 

午後３時０５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 続きまして、

議案の１８９ページでございます。 

 議案第１８号令和５年度美幌町公共下水

道事業会計予算について御説明いたしま

す。 

 別冊の予算書４４９ページをお開き願い

ます。 

 公共下水道事業会計予算及び次の議案の

個別排水処理事業会計予算につきまして

は、令和５年度から地方公営企業法の適用

を受けることから、従来までの現金主義に

よる予算方式から発生主義による公営企業

会計予算方式に組み替えておりますので、

昨年から大きく内容が異なっております。

また、それに伴い、予算に関する説明書と

して、それぞれ財務諸表などを添付してお

りますので、後ほど御覧いただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、公共下水道事業会計予算の内

容について御説明いたします。 

 第１条、令和５年度美幌町の公共下水道

事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第２条の業務の予定量は、排水戸数を７,

９４３戸、年間総処理水量を１４９万３,０

００立米、１日平均処理水量を４,０９０立

米とし、主要な建設事業をそれぞれ記載の

とおり定めるもので、詳細は後ほど資本的

収入及び支出で御説明申し上げます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、公共下水道事業収益の総額を８億３,０

４３万円、公共下水道事業費用の総額を８

億３,６６５万５,０００円と定めるもので

あります。 

 次に、４５０、４５１ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を４億５,３８２万

１,０００円に、資本的支出の総額を６億

５,０２７万円とし、資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額１億９,６４４万

９,０００円は、引継金９１０万４,０００

円、消費税及び地方消費税資本的収支調整

額１,０２０万４,０００円、当年度分損益

勘定留保資金１億７,７１４万１,０００円

で補塡するものであります。 

 第４条の２の地方公営企業法施行令第４

条第４項の規定により、当年度に属する債

権及び債務として整理する未収金及び未払

金の金額は、それぞれ３,１３６万３,００

０円及び７,１４１万２,０００円でありま

す。 

 第５条の債務負担行為につきましては、

終末処理場中央監視設備更新工事、限度額

を２億４,６００万円とするもので、期間は

記載のとおりであります。 

 施設の老朽化が進んでいる終末処理場に

おける中央監視設備の更新工事で、今年度

と来年度の２か年で実施しようとするもの

であります。 

 次のページ、第６条の企業債ですが、初

めに、公共下水道事業の限度額１億３,４８

０万円で、この内訳は、工事監理や実施設

計、価格調査などの業務委託と、終末処理

場中央監視設備更新工事、下水道ストック

マネジメント計画管渠更新工事、公共汚水

桝設置工事などの事業費から補助金を差し

引いた額を公共下水道事業債で借入れする

もので、起債充当率は１００％でありま

す。 

 その下、下水道資本費平準化債の限度額
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１,１４０万円は、施設整備に投資した起債

償還額を耐用年数に沿って平準化し、単年

度の負担軽減を図る目的で借入れするもの

であります。 

 その下、公共下水道特別措置分の限度額

１,４８０万円は、平成１９年度に繰出基準

見直しで交付税措置される事業費補正が元

利償還金の７０％から６０％に減額された

ことに伴い、その差の分が特別措置分とし

て起債発行が認められているものでありま

す。 

 起債限度額の合計は１億６,１００万円

で、起債の方法、利率、償還の方法は記載

のとおりであります。 

 第７条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を３億円と定めるものであります。 

 第８条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

を１,４９０万７,０００円と定めるもので

あります。 

 第９条の一般会計から補助を受ける金額

は、記載のとおりであります。 

 第１０条のたな卸資産購入限度額は、 

２２５万３,０００円と定めるものでありま

す。 

 次に、４５２、４５３ページをお開き願

います。 

 収益的収入でございます。 

 １款、１項、１目下水道使用料３億７,４

１１万５,０００円は、令和４年度の決算見

込みを踏まえ、減額の計上となっておりま

す。 

 その下、２目負担金、他会計負担金のう

ち、し尿処理等一般会計負担金３,１５６万

１,０００円は、し尿等を下水終末処理場で

受入れしていることから、処理経費を一般

会計に求めるものであります。 

 その下、個別排水処理事業会計負担金２

６１万３,０００円は、個別排水処理事業会

計の事務を下水道事業で行っていることか

ら、人件費の４０％相当分の負担を求める

ものであります。 

 その下、４目国庫補助金２,１５０万円で

ありますが、下水道管渠点検調査業務及び

処理場耐震診断業務に係る補助金で、補助

率は５０％であります。 

 その下、２項、１目他会計補助金２億２,

１３４万２,０００円は、減価償却費等に係

るもので、総務省通知の繰出基準に基づき

一般会計から受け入れるものであります。 

 その下、２目長期前受金戻入１億７,１７

８万７,０００円は、固定資産の取得、改良

に交付された補助金等を収益化した額を計

上しております。 

 その下、４目消費税還付金は、消費税確

定申告による還付額を見込んでおります。 

 次に、４５４、４５５ページをお開き願

います。 

 収益的支出でございます。 

 １款、１項、１目管渠費４,８０８万８,

０００円は、公共下水道管渠の維持管理経

費を計上しております。 

 中段の１６節委託料の管渠清掃委託料 

７２０万円は、元町ほか３地区の汚水管７,

４００メートルの清掃を予定しておりま

す。 

 その下、下水道管渠点検調査業務委託料

１,９００万円は、下水道ストックマネジメ

ント計画に基づき、管渠を年次的に更新し

ていくためのカメラによる点検調査業務

で、老朽化による管渠約２８キロメート

ル、マンホール８１０か所の調査を行うも

のです。 

 １９節修繕費１,８０１万９,０００円

は、道路上のマンホールの修繕や公共汚水

ますの取替え修繕及び切下げ、また、老朽

化した雨水マンホール蓋の取替え修繕、汚

水管部分修繕を行うための修繕料を計上し

ております。 

 ２２節路面復旧費９２万円は、修繕工事

において、舗装修繕などの路面復旧に係る

経費を計上しております。 

 ２５節材料費２０４万８,０００円は、下

水、マンホール蓋などの材料に係る費用を
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計上しています。 

 次に、４５６、４５７ページをお開き願

います。 

 ２目処理場費３億２,６７４万２,０００

円は、処理場施設の運転及び維持管理経費

を計上しております。 

 １１節燃料費１,３２３万８,０００円

は、処理場ボイラー用Ａ重油及び可搬式発

電機用軽油で、単価増に伴い、昨年より２

９８万６,０００円の増となっております。 

 １６節委託料、下水終末処理場維持管理

業務委託料１億７,０９４万円は、処理場の

維持管理業務の委託費用であり、令和４年

度から令和６年度まで３か年の長期継続契

約により実施しております。 

 その四つ下、耐震診断業務委託料２,４０

０万円は、消化タンク及び汚泥濃縮槽の耐

震診断に係る経費であります。 

 １７節手数料１,６８２万３,０００円

は、産業廃棄物処理料、重金属等水質分析

料など、下水処理後の脱水汚泥の処理費用

を計上しております。 

 １９節修繕費４,５０３万６,０００円

は、処理場の機器類の修繕で、令和５年度

は、２０の機器のオーバーホールなどを行

うもので、昨年より５４８万円の増となっ

ております。 

 ２３節動力費４,８３１万２,０００円

は、処理場と５か所のマンホールポンプ場

で使用する電気料であり、単価増によって

昨年より１,２６８万６,０００円の増とな

っております。 

 ３目業務費、下水道使用料賦課徴収委託

料２,２１５万２,０００円は、下水道使用

料の賦課徴収業務を水道事業に委託してお

りますので、その事務経費を水道事業会計

に支払うものであります。 

 次に、４５８、４５９ページをお開き願

います。 

 ４目総係費１,４５０万８,０００円は、

職員１名分の人件費及び事務経費を計上し

ております。 

 中ほどの３０節負担金のうち、上から８

行目、水道事業会計負担金４６７万９,００

０円は、下水道の排水設備の新設や改造の

受付と検定を水道事業に委託しております

ので、その経費を水道事業会計に支払うも

のであります。 

 下段、５目減価償却費及び６目資産減耗

費については、それぞれ所要額を計上して

おります。 

 次に、４６０、４６１ページをお開き願

います。 

 ２項営業外費用、１目支払利息及び企業

債取扱諸費については、企業債償還利息２,

９０６万１,０００円を含む利息額を計上し

ております。 

 ２目消費税、支払消費税につきまして

は、今年度還付予定で、科目設定のため１,

０００円を、３目雑支出、過年度還付金と

して２０万円を計上しております。 

 ３項特別損失につきましては、地方公営

企業法適用の初年度にその前年度に属する

引当金並びに消費税の中間申告及び確定申

告額を計上することになっており、それぞ

れ所要額を、４項予備費として１万円を計

上しております。 

 次に、４６２、４６３ページをお開き願

います。 

 資本的収入でございます。 

 １款、１項、１目企業債１億６,１００万

円は、第６条、企業債で御説明させていた

だきました。工事内容につきましては、後

ほど参考資料で説明させていただきます。 

 その下、２項、１目国庫補助金１億１,３

７０万円でありますが、この内訳につきま

しては、工事監理や実施設計、価格調査な

どの業務委託及び支障物件移転に係る補助

金が補助率５０％で１,０００万円、終末処

理場中央監視設備更新工事に係る補助金が

補助率５５％で９,０２０万円、下水道スト

ックマネジメント計画管渠更新工事に係る

補助金が補助率５０％で１,３５０万円、合

わせて１億１,３７０万円を見込んでおりま
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す。 

 その下、２目他会計補助金１億７,８４４

万３,０００円につきましては、建設改良事

業に係る財源不足分を一般会計から受入れ

するものです。 

 その下、３項、１目受益者負担金は、新

たに下水道区域となった際に５年間の分割

で納付していただくもので、現在納付中の

６件、３３万８,０００円を計上しておりま

す。 

 その下、４項、１目長期貸付金償還金

は、水洗便所改造等資金貸付金２件分の銀

行への預託金戻入分でございます。 

 次に、４６４、４６５ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １款、１項、１目公共下水道建設事業費

２億５,４０３万８,０００円は、施設担当

職員１名分の人件費を含む下水道施設の設

備及び管渠などの更新等に係る経費を計上

しているものであります。 

 中ほど、１６節委託料、上から四つ目の

終末処理場汚泥処理設備更新実施設計委託

料１,４００万円は、令和７年度以降に予定

している汚泥処理設備更新の実施設計を行

うものであります。 

 その下、２６節補償費２００万円は、令

和６年度実施予定の下水道ストックマネジ

メント計画管渠更新工事に伴い、支障とな

るＮＴＴ架空線の移設工事に係る補償費で

あります。 

 その下、３８節工事請負費の管渠整備事

業６,０００万円は、公共汚水枡設置工事 

１０か所分、６００万円と下水道ストック

マネジメント計画管渠更新工事の補助分が

２,７００万円、単独分が２,２００万円及

び汚水管渠補修工事５００万円を計上して

おります。 

 その下、下水終末処理場整備事業１億６,

４００万円は、第５条、債務負担行為で御

説明いたしました終末処理場中央監視設備

更新工事の令和５年度分に係る費用であり

ます。工事の内容につきましては、後ほど

参考資料で御説明申し上げます。 

 ２目資産購入費、工具器具及び備品１２

５万９,０００円は、老朽化した終末処理場

維持管理用機器を更新するものでありま

す。 

 その下、２項、１目企業債償還金３億９,

４６３万３,０００円は、財務省、地方公共

団体金融機構、市中銀行から借り入れた企

業債の償還元金であります。 

 ３項、１目長期貸付金３４万円は、水洗

便所改造等資金貸付けを銀行で行い、貸付

額の３分の１を預託金として銀行に預ける

ための費用で、新規２件分を計上しており

ます。 

 続きまして、予算工事関係参考資料につ

いて御説明いたしますので、令和５年度予

算工事関係参考資料の１１ページをお開き

ください。 

 公共下水道建設事業（管渠）、補助事業

であります。 

 管渠の劣化診断により、改築が必要と判

断された路線の管渠更新工事で、ストック

マネジメント計画に基づき、更生、布設替

えを実施するものであります。 

 工事名は、下水道ストックマネジメント

計画管渠更新工事、工事概要は管渠更新延

長２１９.７７メートルであります。 

 図面番号左上の①は、町道２０３号、仲

町１丁目、岡田様宅前から前田様宅前まで

の東西の路線、延長２５.１５メートルで

す。 

 図面番号②は、町道２６１号、東３条北

３丁目、北３ハイツ様前から佐藤様宅前ま

での南北の路線、延長４７.２７メートルで

す。 

 図面番号③は、町道１１９号、日の出１

丁目、猪本製作所様前から仲西様宅前まで

の南北の路線、延長４５.６２メートルで

す。 

 図面番号④は、町道３１８号、三橋町１

丁目、松岡様宅前から吉岡様宅前までの東
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西の路線、延長３１.８７メートルです。 

 図面番号⑤は、町道３１７号、三橋町２

丁目、蓮井鉄工所様前の南北の路線、延長

３６.８８メートルです。 

 図面番号⑥は、町道３１５号、三橋町２

丁目、松村様宅前から荒木関様宅前までの

南北の路線、延長３２.９８メートルです。 

 以上の６路線の管渠更新及び布設替工事

で工事費２,７００万円を計上しており、社

会資本整備総合交付金、補助率５０％、補

助残は公営企業債と過疎債で、充当率１０

０％でございます。 

 続きまして、１２ページをお開きくださ

い。 

 公共下水道建設事業（管渠）、単独事業

であります。 

 工事名は、下水道ストックマネジメント

計画管渠更新工事、単独事業分でありま

す。 

 工事概要は、管渠更新延長１５９.０９メ

ートルであります。 

 図面番号、左下の①は、仲町１丁目、成

田様宅前から伊藤様宅前までの南北の路

線、延長５４.１６メートルです。 

 図面番号、右側の②は、三橋町２丁目、

藤田様宅前から岩本様宅前までの南北の路

線、延長３２.８７メートルです。 

 図面番号③は、三橋町２丁目、児玉様宅

前から髙橋様宅前までの南北の路線、延長

３２.０７メートルです。 

 図面番号④は、三橋町２丁目、髙橋様宅

前から松岡技建様前までの南北の路線、延

長３９.９９メートルです。 

 以上の４路線の管渠更新及び布設替工事

で、工事費２,２００万円を計上しており、

財源内訳は、公営企業債と過疎債で、充当

率１００％でございます。 

 次に、工事名は日甜社宅汚水管渠補修工

事、工事概要は管渠陥没による部分補修を

行います。 

 図面番号は、左上の⑤、鳥里、日甜社宅

内管渠取替え、延長１０メートル、事業費

５００万円を予定しております。財源内訳

は、公営企業債と過疎債、充当率は１０

０％でございます。 

 続きまして、１３ページをお開きくださ

い。 

 公共下水道建設事業（処理場）でござい

ます。 

 昭和４８年の下水道整備着手から４９年

が経過し、施設の老朽化が進んでいること

から、下水道ストックマネジメント計画に

基づき、下水終末処理場の施設更新事業を

実施しているものであります。 

 一般平面図右下、赤枠で囲った箇所が建

物本館内にあり、令和５年度から令和６年

度までの２か年で中央監視設備更新工事で

あり、令和５年度は全体金額４億１,０００

万円の前払金相当額４割、１億６,４００万

円を、令和６年度分は債務負担行為により

２億４,６００万円を計上しております。 

 工事概要の主なものとしましては、ＬＣ

Ｄ監視装置、ロガー、シーケンスコントロ

ーラー、計装盤、ＩＴＶ監視システム等の

更新でございます。 

 この整備は、国庫補助金として、社会資

本整備総合交付金、補助率は５５％、補助

残は公営企業債と過疎債で、充当率１０

０％でございます。 

 公共下水道事業会計の説明は以上でござ

います。 

 続きまして、議案の１９０ページでござ

います。 

 議案第１９号令和５年度美幌町個別排水

処理事業会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 別冊の予算書４７９ページをお開き願い

ます。 

 第１条、令和５年度美幌町の個別排水処

理事業会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 第２条の業務の予定量は、設置戸数を 

３５１戸、主要な建設事業を記載のとおり

定めるもので、詳細は後ほど資本的収入及
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び支出で御説明申し上げます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、個別排水処理事業収益の総額を８,１４

０万９,０００円、個別排水処理事業費用の

総額を８,１４６万円と定めるものでありま

す。 

 次に、４８０、４８１ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を４,４４８万９,０

００円に、資本的支出の総額を７,２６９万

円とし、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額２,８２０万１,０００円は、

引継金１,１６０万１,０００円、消費税及

び地方消費税資本的収支調整額３５２万８,

０００円、当年度分損益勘定留保資金１,３

０７万２,０００円で補塡するものでありま

す。 

 第４条の２、地方公営企業法施行令第４

条第４項の規定により、当年度に属する債

権及び債務として整理する未収金及び未払

金の金額は、それぞれ２０４万６,０００円

及び６万３,０００円であります。 

 第５条の企業債ですが、個別排水処理施

設整備事業の限度額を３,８８０万円と定め

るもので、今年度は１０基の設置を予定し

ておりまして、下水道債と辺地債及び過疎

債を併用いたします。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法は

記載のとおりであります。 

 次のページ、第６条の一時借入金は、一

時借入金の限度額を３,０００万円と定める

ものであります。 

 第７条の一般会計から補助を受ける金額

は、記載のとおりであります。 

 次に、４８２、４８３ページをお開き願

います。 

 収益的収入でございます。 

 １款、１項、１目個別排水処理施設使用

料２,５４２万８,０００円は、令和４年度

までに設置しました戸数に令和５年度に予

定している１０戸分を含めた使用料であり

ます。 

 その下、２項、１目他会計補助金５,４７

０万５,０００円は、減価償却費等に係るも

ので、総務省通知の繰出基準に基づき一般

会計から受け入れるものであります。 

 その下、２目長期前受金戻入１２６万５,

０００円は、対象資産の取得、改良に交付

された補助金等を収益化した額を計上して

おります。 

 次に、４８４、４８５ページをお開き願

います。 

 収益的支出でございます。 

 １款、１項、１目浄化槽費３,９９１万

７,０００円は、個別排水浄化槽の維持管理

経費を計上しております。 

 上段、１６節委託料、保守点検委託料 

９６５万６,０００円は、浄化槽法による年

３回の保守点検委託料であります。 

 その下、清掃業務委託料１,７８５万２,

０００円は、浄化槽内の汚泥くみ取り、洗

浄を行うものであります。 

 １７節手数料５７８万円は、浄化槽法に

よる水質検査手数料と汚泥処理手数料であ

ります。 

 １９節修繕費６５３万円は、浄化槽ポン

プの空気調整弁交換やろ材入替え、ブロア

ポンプなどの修繕を行う費用を計上してお

ります。 

 ３０節負担金のうち、公共下水道事業会

計負担金２６１万３,０００円は、個別排水

事務を行う職員の人件費の４０％相当額を

公共下水道事業会計に支払うものでありま

す。 

 下段、４目減価償却費については所要額

を計上しております。 

 次に、４８６、４８７ページをお開き願

います。 

 ２項営業外費用、１目支払利息及び企業

債取扱諸費については、企業債償還利息 

６１３万３,０００円を計上しております。 

 ２目消費税、支払消費税につきまして

は、確定申告による所要額を計上しており
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ます。 

 ３項特別損失につきましては、地方公営

企業法適用の初年度に前年度に属する消費

税の中間申告及び確定申告額を計上するこ

とになっており、所要額を計上しておりま

す。 

 ４項予備費として１万円を計上しており

ます。 

 次に、４８８、４８９ページをお開き願

います。 

 資本的収入でございます。 

 １款、１項、１目企業債３,８８０万円

は、第５条、企業債で御説明いたしました

ので省略させていただきます。 

 その下、２項、１目他会計補助金３６１

万６,０００円につきましては、建設改良事

業に係る財源不足額を一般会計から受入れ

するものです。 

 その下、３項、１目受益者負担金、個別

排水処理施設受益者分担金１９０万３,００

０円は、今年度予定しております１０戸分

の受益者分担金であります。 

 その下、４項、１目長期貸付金償還金

は、水洗便所改造等資金貸付金１件分の銀

行への預託金戻入分です。 

 次に、４９０、４９１ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １款、１項、１目個別排水処理施設建設

事業費４,１００万円は、個別浄化槽設置工

事費用で、本年度は５人槽４戸、７人槽４

戸、１０人槽２戸の計１０戸分を予定して

おります。 

 その下、２項、１目企業債償還金３,１５

２万円は、財務省、地方公共団体金融機

構、市中銀行から借り入れた企業債の償還

元金であります。 

 ３項、１目長期貸付金１７万円は、水洗

便所改造等資金貸付けを銀行で行い、貸付

額の３分の１を預託金として銀行に預ける

ための費用で、新規１件分を計上しており

ます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議案書は１

９１ページでございます。 

 議案第２０号令和５年度美幌町病院事業

会計予算について御説明を申し上げます。 

 予算書の５０１ページを御覧ください。 

 総則。 

 第１条、令和５年度美幌町の病院事業会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条の業務の予定量は、年間患者数の

入院を２万４,３０２人、外来を７万９５４

人、１日平均患者数は、入院を６６人、外

来を２９３人とし、主要な建設改良事業の

診療用医療備品購入を１億４,５７５万２,

０００円に定めるものであります。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、病院事業収益の総額を２０億７,６１４

万５,０００円、病院事業費用の総額を２１

億９,８５２万９,０００円と定めるもので

あります。 

 なお、収入及び支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明を申し

上げます。 

 次に、５０２、５０３ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を２億５,３８７万

７,０００円に、資本的支出の総額を３億

１,３９１万３,０００円とし、資本的収入

が資本的支出に対し不足する額６,００３万

６,０００円は、過年度分損益勘定留保資金

で補塡するものと定めるものであります。 

 資本的収入及び支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明を申し

上げます。 

 第５条の企業債につきましては、起債の

目的を医療機器更新等事業とし、起債の限

度額を１億４,５７０万円とし、起債の方

法、利率及び償還の方法は、それぞれ記載

のとおり定めるものであります。 
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 この起債につきましては、病院事業債借

入れは元利償還額の２５％、過疎債の借入

れにつきましては元利償還額の７０％が交

付税措置されるものであります。 

 第６条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を４億円と定めるものであります。 

 第７条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

を１２億１７万円とし、交際費を３０万円

とするものであります。 

 第８条の他会計からの補助金は、一般会

計から受ける補助金につきましては公営企

業会計に対するルール分としてそれぞれ記

載の内容を計上し、国保会計から受ける直

診施設健康管理事業補助金は病院が実施す

る健康管理事業に対する補助金として計上

するものであります。 

 第９条のたな卸資産購入限度額は２億２,

４８０万円と定めるものであります。 

 第１０条の重要な資産の取得は、予定価

格が７００万円を超える医療機器の購入分

として、全身用Ｘ線ＣＴ装置一式、採血管

準備装置一式、光干渉断層計一式を定める

ものであります。 

 次に、５０４、５０５ページを御覧くだ

さい。 

 予算実施計画書及び説明書の収益的収入

及び支出について御説明いたします。 

 初めに、医業収益であります。 

 １目の入院収益、２目の外来収益は、常

勤医師８名体制の下、令和４年度の診療単

価等の実績を踏まえた収益の計上を行い、

年間患者数及び１日１人当たりの収益の額

の見込みにつきましては、それぞれ記載の

とおりでございます。 

 ３目その他医業収益のうち、下から２項

目めの一般会計負担金は、公営企業会計に

対するルール分の繰入れとして、救急医療

の確保に要する経費は交付税措置額相当分

を、小児救急に要する経費につきましては

特別交付税の基準額から算出した額を計上

するものであります。 

 その他の収益につきましては、それぞれ

記載のとおり、令和４年度の実績を踏まえ

た所要額を計上するものであります。 

 次に、５０６、５０７ページを御覧くだ

さい。 

 医業外収益であります。 

 ２目他会計補助金の一般会計補助金は、

一般会計からのルール分の繰入れとして、

それぞれ記載の項目を計上し、国保会計補

助金は、病院が実施する健康管理事業に対

する補助金を計上するものであります。 

 ３目他会計負担金の一般会計負担金は、

一般会計補助金と同様に、一般会計からの

ルール分の繰入れとしてそれぞれ基準とな

る額について計上し、そのうち、不採算地

区病院の運営に要する経費につきまして

は、昨年度当初予算と比較して８５３万５,

０００円減の１億４,６５８万８,０００円

を計上するものであります。 

 その他の収益につきましては、令和４年

度の実績見込みを踏まえた額をそれぞれ計

上するものであります。 

 次に、５０８、５０９ページを御覧くだ

さい。 

 医業費用になります。 

 １目給与費の給料につきましては、正職

員分は、常勤医師８名と看護師、医療技術

職、事務職はそれぞれ記載の人数分、総計

で９６名分と、フルタイムの会計年度任用

職員３８名分を計上するもので、手当等に

つきましては、パートタイムの会計年度任

用職員の期末手当を含め、それぞれ記載の

手当について計上するものであります。 

 賞与引当金繰入額につきましては、翌年

度の６月手当支給に係る引当金相当額をそ

れぞれ計上するものであります。 

 報酬につきましては、臨時医師報酬１億

１,８８２万５,０００円は、眼科、泌尿器

科、内科、小児科、麻酔科診療の非常勤医

師及び週末の日当直を担当する非常勤医師

の報酬を計上し、パートの会計年度任用職

員１２名分の報酬を計上するものでありま
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す。 

 次に、５１０、５１１ページを御覧くだ

さい。 

 ２目材料費のうち、上段の薬品費、診療

材料費、一つ飛んで医療消耗備品費は、令

和４年度の実績等に基づく所要額を計上す

るものであります。 

 上から３段目の給食材料費につきまして

は、入院患者様に地元の食材や特産品を使

用した入院食を楽しんでいただくため、年

４回分の材料費として１０万円を計上する

ものであります。 

 ３目経費のうち、旅費交通費、普通旅費

には、非常勤医師の出張旅費に係る費用弁

償として１,９１８万円を計上するものであ

ります。 

 その下、職員被服費から一番下の印刷製

本費まで、それぞれ所要額を計上するもの

でありますが、下から６段目の消耗品費の

診療用消耗品類等には、新型コロナ等の感

染症の院内感染を防止するため、防護服、

フェイスシールド、アルコール消毒用品な

どについて、引き続き予算計上しているも

のであります。 

 次に、５１２、５１３ページを御覧くだ

さい。 

 ５１３ページの一番上、修繕費につきま

しては、診療用機器の部品交換費用や施設

器具等の小破修繕費用のほか、１階の職員

トイレにつきまして、一部和式から洋式ト

イレへ改修する費用として１９８万６,００

０円を計上しております。 

 その他、保険料から諸会費まで、それぞ

れ所要額を計上しておりますが、下から３

項目め、手数料の一番上、医師・薬剤師等

紹介手数料につきましては、医療人材確保

のため、常勤医師１名、非常勤医師１名、

薬剤師２名、看護師１名分の人材紹介手数

料を計上するものであります。 

 次に、５１４、５１５ページを御覧くだ

さい。 

 一番上の貸倒引当金繰入額から３項目め

の交際費まで、４目の減価償却費及び５目

の資産減耗費につきましては、それぞれ所

要額を計上するものであります。 

 ６目研究研修費の謝金につきましては、

外部医師による手術介助謝礼のほか、研修

会の講師謝礼、外部医師との情報交換に必

要な謝礼を計上するものであります。 

 図書費につきましては、医師、看護師等

の参考図書及び診療報酬改定等の参考資料

の購入費用、旅費及び研究雑費につきまし

ては、医師の学会参加や看護師及び医療技

術職員の研修会参加のための旅費及び参加

負担金などを計上するものであります。 

 次に、５１６、５１７ページを御覧くだ

さい。 

 医業外費用でございます。 

 上段、企業債償還利息から消費税までに

つきましても、それぞれ記載のとおり、所

要額について計上するものであります。 

 次に、５１８、５１９ページを御覧くだ

さい。 

 資本的収入及び支出の収入でございま

す。 

 １項、１目の一般会計出資金は、一般会

計からのルール分繰入れとして企業債の元

金償還充当分について計上し、２項、１目

の企業債は、予算第５条で定めた医療機器

更新等事業の財源充当のための企業債の借

入れを計上するものであります。 

 次に、５２０、５２１ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １項建設改良費の１目有形固定資産購入

費の診療用医療備品等は、医療機器更新等

事業として予算第１０条で定める全身用Ｘ

線ＣＴ装置、血液検査に必要な採血管準備

装置、検診及び一般診療で使用する便中ヘ

モグロビン分析装置、電動低床ベッド、網

膜の断層撮影を行う光干渉断層計など、耐

用年数が経過した医療機器の更新費用のほ

か、電子処方箋運用システム及びリアルタ

イムＰＣＲ検査の導入費用を計上するもの
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であります。 

 企業債償還金は、借入企業債の元金償還

金を計上するものであります。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

─────────────────── 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。 

─────────────────── 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後３時４６分 延会   
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